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1 岩井克人『貨幣論』、筑摩書房、178 頁。 
2 同上 198‐9 頁。 
3 同上 201‐3 頁。貨幣は言語ではなく、文字に対応させるべきであろう。 
4
 同上 198 頁。 
5
 cf. S.B.Webb（1989）,p.63. 
6 C.L.Holtfrerich（1986）,p.313. こうしたことは仮に世界経済が統合されて、世界貨幣が登場したと
しても、基本的には同様である。 














































 1914 年 7 月のロシア参戦に伴う軍事費の膨張は、国民経済に過大な負担を強いた。そのことが





プロコポヴィッチの試算に従えば、1914 年から 1917 年までの 3 年半の実質戦費は約 210 億ル
ーブリ（物価指数で換算した戦前ルーブリ）であり、戦前の国民所得を年間約 160 億ルーブリとし、































 内国戦債は期限 10～81 年、利子 5～5.5％であり、ツァーリ政府は 6 回発行し、臨時政府は自由








 財政赤字 軍事費 
1914 年   1,895   1,234 
1915 年 9,190.1（8,561） 9,249.1（8,620） 
1916 年 16,261.5（13,756） 17,078.5（14,573） 










③外債 ②＋③ ①のカヴァー率 
1914 1,655.4 856.6 82.0 938.6 56.7％ 
1915 8,818.4 3,479.7 2,088.0 5,567.7 63.1％ 
1916 14,572.8 6,150.0 3,664.8 9,814.8 67.3％ 
1917* 13,603.0 5,350.8 2,235.9 7,586.7 55.8％ 
計 38,649.6 15,837.1 8,070.7 23,907.8 61.9％ 
（百万ルーブリ） 
*1917 年は 9 月 1 日までの数字。 
出所：Rossiia v Mirovoi  Voine 1914‐18 g.（v tsifrakh）,M.,1925,p.48. 
 
開戦直後の 1914 年 7 月 27 日の法令により、信用券の兌換は停止され、同時に国庫に戦時の必
要に応じて短期債を割り引く権利が与えられ、且つゴスバンクに戦前の金準備高を超える無準備発
行枠 300 百万ルーブリに加えて、1,200 百万ルーブリの発行権が与えられた。以後、発行枠は次々
と拡大され、1916 年 12 月 27 日には 6,500 百万ルーブリに引上げられ、加えて発行権拡大のため
にイギリスのクレジットが利用された。こうしてツァーリ政府はほぼ 8,400 百万ルーブリまでゴス
バンクの発行権を拡大した。 
 次いで臨時政府は 1917 年 10 月 6 日までに更にこれを 16,500 百万ルーブリまで引上げた。 
 ソビエト政府は一年ほどは何らの特別な法的措置なしに増発を続けたが、1918 年 10 月 26 日の
布告で、ナロードバンク（旧ゴスバンク）にそれまでの法定発行枠に加えて 33,500 百万ルーブリ
の発行権を付与した。これにより無準備発行権は総額 500 億ルーブリに達した17。 

















年 5 月を境に急落に転じ、10 月革命時には約 30 コペイカまで下がった21。［図Ⅰ－１、２］ 
 
 次に、金属貨幣の退蔵が生ずる。まず、1914 年 1 月 1 日現在、約 500 百万ルーブリ流通してい
た金貨は、開戦後いち早く流通界から消失し、数ヶ月後には高品質の銀行銀貨が退蔵された。更に
















形用紙の販売枚数でみても、1915 年は 1914 年の半分に過ぎない25［表Ⅰ－３］。輸送上の問題を
別とすれば、将来的不確実性やインフレーション初期の一般的な紙幣過剰が商業手形発生の減少を
齎したものと言える。 
 これに伴い、銀行の手形割引量も減った。ある資料では商業銀行の手形保有高は 1914 年に 10%、





行のバランス中の実質的な手形業務の比重を計算している。それによると 1914 年～17 年の各年初






















1913 年 33,709 19,744 2,173,341 913,364 
1914 年 24,312 16,690 1,578,996 797,134 





































































































































出所：Statisticheskii sbornik za 1913～1917 g.g. ,M.,1922.pp.92,111‐5：

















































































出所：Statisticheskii sbornik za 1913～1917 g.g. ,M.,1922.pp.92,95‐6,111：
Dinamika tsen sovetskogo khoziaistva,M.,1930,pp.124‐5．
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更にこうした状況は単なる資金不足にとどまらず、貨幣飢饉 denezhnyi golod にまで深刻化した。 
































































































                                                  
1 Ekonomicheskaia zhizn’、22 May 1921． 
2 貨幣廃止の方向性を打ち出したものとしては、1918年 5月～6月の第 1回全露国民経済会議大会決議、
1918 年 12 月の第 2 回全露国民経済会議大会決議（S.A.Dalin（1983）,pp.239‐240：L.N.Iurovskii
（1928），p.76：Denezhnoe obrashchenie i kredit, 1922，Tom Ⅰ，pp.453‐454）、1919 年 1 月の
人民委員会議『決済業務』布告（Dekrety Sovetskoi vlasti, Tom Ⅳ、pp.314‐6）、1919 年 3 月の第 8
回党大会採択の党綱領（KPSS v rezoliutsiiakh,Tom 2,p.56）、1920 年 1 月の第 3 回全露国民経済会議
大会テーゼ（S.A.Dalin（1983）,pp.241－3）、1920 年 6 月の全露中央執行委員会定期会議の財務人民
委員部報告による決議（Dekrety Sovetskoi vlasti,Tom Ⅸ、pp.411‐4：Izvestiia NKF,1920,№12‐
3,p.1）、1920 年 7 月の人民委員会議『決済業務』布告（Dekrety Sovetskoi vlasti,Tom Ⅸ,pp.235‐7）、
1920 年 12 月の第 8 回ロシア共和国ソヴェト大会での財務人民委員部報告（Z.V.Atlas（1969）,p.139）
などがある。労働を単位とした計算尺度も模索され、1921 年 1 月 26 日の小人民委員会議の特別決定に
基づき財務人民委員部・ヴァリュータ小委員会が労働単位に関する布告案を準備した。布告案では賃率
第 1 等級の労働者の製造ノルマまたは課題 100%遂行の際のノーマルな労働日を 1 単位とする（『トレ
ド』と名付けられた）ことが予定されていた。この布告案は日の目を見ることなく、歴史の屑籠に消え
た（S.A.Dalin（1983）,pp.243‐4：Denezhnoe obrashchenie i kredit, 1922，Tom Ⅰ，pp.390‐422：
Z.V.Atlas（1940）,pp.103‐5）。 
3 Ekonomicheskaia zhizn’,7 November 1920． 
4 軍事費の推計は資料によって大きな食い違いがみられる。これは公表数字が 1914 年は実際の収支に
基づいているが、15、16 年度の数字は諸官庁への開設クレジットに基づいており実際の支出額が不明
なためであり、17 年度は支出額の計算が不完全なためである（Vestnik finansov,1924,№8,p.13）。な
お 17 年度の公表数字はヂャチェンコの数字より 30 億ルーブリ多くなっているが、これは次年度繰越分
を含めているためである（D'iachenko,V.P.（1947）,p.26）。 
5 L.N.Iurovskii（1928）,p.15. 
またシメリョフによると 1915‐16 年に国民所得に対する国家予算の比重は 55.8％であった（Vestnik 
finansov,1927,№11,p.25）。 
6  Ekonomicheskoe polozhenie Russii nakanune Velikoi Oktiabr'skoi Sotsialisticheskoi 
Revoliutsii.Dokumenty i materialy,M.-L.1957,p.379. 
1913年の経常歳入は総額3,417百万ルーブリであったが、うちアルコール専売収入が 26.31％を占めた。
直接税は 7.98％に過ぎない。（Statisticheskii Ezhegodnik 1914 .g. ,Petrograd,1915,XⅡ,pp.1‐3：
11 
 
                                                                                                                                                                    
Prokopovich,S.N. Voina i narodnoe khoziaistvo,M.,1917,p.40. 
7 Ekonomicheskoe polozhenie Russii nakanune Velikoi Oktiabr'skoi Sotsialisticheskoi Revoliutsii
（1957）,p.379. 
8 Vestnik finansov,1928,№9,pp.107‐8．cf. Sokol’nikov,G.Y.,（1931）,Chap.1,V. 
9 Vestnik finansov,1928,№9,p.108．D'iachenko,V.P.（1947）,pp.38‐9． 
10 「軍事関係以外の項目の国家財政収支は 1914 年を除き、公式発表では黒字を計上し、一見健全なよ
うに見えるが、しかし軍事項目には平時にも必要な支出項目がかなり含まれており、これを考慮すると、











1 コペイカも実現されず、実質的には 7,205.3 百万ルーブリとなる（ibid.,pp.525‐6）。但し、紙幣ル
ーブリの国内購買力と対外相場の差を考慮すれば、他の収入と直接比較はできない。シメリョフは 1914
～17 年の財政赤字補填における外債の比重を 34％としている（Vestnik finansov,1924,№8,p.13）。し
かし、これは過大評価のように思える。 
14 Katsenellenbaum, Z.S. （1926）,pp.398‐401：Sidorov,A.L.（1960）, pp.141‐3. 
1927 年 2 月初め、総額 10,787.5 百万ルーブリ中、ゴスバンク保有高（従って発券）は 7,476.4 百万ル
ーブリ、民間市場の保有は 3,311.1 百万ルーブリであった。 
15 Sidorov,A.L.,（1960）,pp.151－164. 
16 例えば、1916 年 10 月 10 日の 30 億ルーブリの国債（第 2 回戦債）の場合、銀行シンジケートは 18
億ルーブリを引き受けたが（実質 1,682 百万ルーブリ）、うち 1,281 百万ルーブリは現金の代わりに短
期債や以前の国債で払い込み、176 百万ルーブリは債券担保でゴスバンクから借り入れて払込み、現金
払込みは 225 百万ルーブリに過ぎなかった（ibid.,p.159）。 
cf. Sokol’nikov,G.Y.,（1931）,Chap.1,VⅠ． 
17 Katsenellenbaum, Z.S., （1926）,pp.384‐8. 
18 Dekrety Sovetskoi vlasti, Tom V, pp.189‐190. 
19 Torgovo-promyshlennaia gazeta,26 April 1923． 
20 Preobrazhennskii,E.（1920）,p.69． 
21  以上、Katsenellenbaum, Z.S. （1925），pp.77‐80：Arnold,A.Z. （1937） ,pp.49‐50：Sidorov,A.L. 
（1960）, pp.65‐8. 
22 Katsenellenbaum, Z.S. （1926）,p.389． 
23 Narodnoe khoziaistvo v 1915 godu.Petrograd,1918,p.406. 
24 Arnold,A.Z. （1937）,pp.36‐7． 
25 Vestnik finansov,1922,№7‐8,p.12． 
26 Prokopovich,S.N. （1917）、p.172： Arnold,A.Z. （1937）,p.37． 
27 Sokol'nikov, G.Ia. （1925）,T.Ⅰ,pp.46－7． 
例えば、アゾフ・ドン銀行の場合、1916 年 10 月 1 日現在のバランス中、割引勘定の約 260 百万ルーブ
リには 246 百万ルーブリの国債が含まれていた。またロシア貿易銀行のモスクワ支店の同年 11 月 1 日
現在のバランスでは手形割引項目は為替手形、商品部勘定、国債によって 3 分されていた
（Ekonomicheskoe polozhenie Russii nakanune Velikoi Oktiabr'skoi Sotsialisticheskoi Revoliutsii.
（1957）,Chast’Ⅰ,p.128）。 
28 Istoricheskie zapiski,T.73（1983）,pp.169,192． 
29 Ekonomicheskoe polozhenie Russii（1957）,Chast’Ⅰ,p.102． 
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30 ibid.,pp.122‐3,142. 
31 Istoricheskie zapiski,T.73（1983）,p.171: Prokopovich,S.N. （1917）,p.172．. 
32 Sidorov,A.L.（1960）. p.168. 
33 Prokopovich,S.N. （1917）,p.64. 
34 ソコリニコフはこの関係をブルジョア経済のパラドックスであるとして、次のように述べる。「貨幣
が自己の価値尺度機能を果たさなくなればなるほど、より一層、流通手段の機能を果たさざるを得なく
なる」（Sokol'nikov, G.Ia. T. Ⅰ（1925）,p.55）。 
35 Sidorov,A.L.（1960）. p.147. 
36 Istoricheskie zapiski,T.73（1983）,pp.188‐9. 
37 Ekonomicheskoe polozhenie Russii（1957）,Chast’Ⅰ,pp.88‐91． 
38 ibid.,p.97. 
39 ibid. 
40 株式銀行のゴスバンクでの再割引と再担保額は 1924～17 年前半までは 300～400 百万ルーブリであ
ったのが、1917 年 10 月 1日には 1,000.4 百万ルーブリに急増した（Sokol'nikov, G.Ia.,T.Ⅰ（1925）,p.46）。
cf. Statisticheskii sbornik za 1913～1917 g.g. ,M.,1922.pp.97－101． 
41 Izvestiia NKF,1919,№5‐6,p.5． 
42 Ekonomicheskaia zhizn’,24 May 1919． 
43 Atlas,Z.V.（1957）,p.12. 
44 Vestnik finansov,1928,№9,p.110． 
45 Narodnoe khoziaistvo,1919,№4,p.10． 
46 Ekonomicheskaia zhizn’,13 February 1919． 
47 Pogrebetskii,A.I.（1924）,p.273. 
48 Katsenellenbaum, Z.S. （1925）,p.58. 
49  Ekonomicheskaia zhizn’,26 October 1922：Vestnik Sotsialisticheskoi Akademii,1925 ，№
X,p.196． 
50 Ekonomicheskaia zhizn’,19 February 1919． 
51 Ekonomicheskaia zhizn’,19 February 1919． 
52 Ekonomicheskaia zhizn’,22 June 1919．厳密には「商品交換」と「生産物交換」とは同義ではな
い。後者は商品化されていない物財の交換を含む。ここではバーター一般としておく。 
53 Ekonomicheskaia zhizn’,6 January 1920． 




ト は 大 量 に 自 己 製 品 を 毛 皮 に 交 換 し 、 そ れ を 海 外 で 実 現 し 、 綿 花 を 入 手 し て い た
（Torgovo-promyshlennaia gazeta、18 July 1923）。 
55 Ekonomicheskaia zhizn’,7 November 1919． 
56 Ekonomicheskaia zhizn’,6 September 1921． 
57 1921 春から農民の間で紙幣需要が増えていくとはいえ、1921 年末でも、紙幣の貯えをもっているの
は主に都市近郊農民や都市の商人たちであった（Ekonomicheskaia zhizn’,25 November 1921；1 
December 1921）。「1922 年初めの段階では、貨幣流通はほとんど都市小売に集中していた……現物















 第１は、物価指数の統計上の問題である。戦時から 1922 年までの物価変動に関して我々の利用
できる資料はさしあたり労働統計局・生計費指数であるが、革命期のそれが極めて不完全な基礎資
料に依拠せざるを得ないことはいうまでもない。1917 年 11 月～12 月はモスクワですら価格の記
録はほとんど行われず、1918 年前半は 22 県についての断片的資料があるにすぎず、後半は再びほ
ぼ空白の状況である。従ってこの時期は補間法によらざるを得ない。1919 年よりやっと全連邦的
規模で価格の正しい記録が行われ始めたが、しばらくは食料品に限られる。1921 年ですら、食料































































出所：Narodnoe i gosudarstvennoe khoziaistvo k seredune 1922－23 g.,M.,1923,pp.562‐5： 
Sotsialisticheskoe khoziaistvo,1923, №2-3,pp.46‐7. 
 
















































































































































暴騰要因として、1918 年 7 月 22 日の投機禁止布告、1919 年 5 月の布告（６月 3 日より証明書を
もたぬ私人の鉄道利用禁止）、1919 年１２月の食糧運搬の禁止措置強化、1920 年 12 月から 1921

















































































































































































































出所：Ekonomicheskii biulleten' kon''iunkturnovo instituta,1922,1923各号。
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1Vestnik Statistiki,1921,№1-4,pp.180‐187：Izvestiia NKF,1921,№20,pp.7‐9：Ekonomicheskaia 
zhizn’,26 October 1922；14 January 1924：Ekonomicheskii biulleten’ kon''iunkturnovo 
instituta,1922,№10-11，pp.1‐2：Torgovo-promyshlennaia gazeta,4 November 1924． 
ここで当時の小売物価指数に触れておこう。 
まずは中央労働統計局のモスクワ生計費指数及び全露（後に全連邦）生計費指数がある。労働者家庭の
消費財セットを選択し（モスクワ生計費指数は 24 品目、全露指数のそれは 26 品目）、各商品量と戦前
価格の積が 10 ルーブリとなるようにする。同じセットの購入に現在の紙幣ルーブリでどれだけかかる




る。1922 年より品目数を 98 に増やすと共に加重幾何平均にて計算する。これは大モスクワ小売物価指
数と呼称された（それまでの 39 品目の方は小モスクワ小売物価指数）。より正確に小売物価水準を表
す。中央労働統計局のそれとは観測地点も異なり、数値のかなりのズレがある（1922 年でも 20～30％
の差がある）。各商品種類の比重は下表のようである。全露小売物価指数は 1922 年 6 月より作成され
るが、15 品目に過ぎず、速報値としての意義をもつ。 
卸物価指数としては景気研究所のモスクワ卸物価指数（103 品目）とゴスバンク全露卸物価指数（70







野菜 2.7 12.3 
肉 7.7 12.0 
ひまわり油 0.8 1.7 
衣料品 25.7 11.7 
金属製品 14.8 0.0 
灯油 0.3 1.5 
薪 0.6 8.8 
全食料品 47.0 69.8 
全非食料品 53.0 29.2 
 
2 ソビエト地域の人口は 1916 年初めに約 1 億 6 千万人であったのが、1918 年 10 月には 5200 万人、
1919 年 7 月には 6000 万人に減少した。1920 年 7 月には 1 億 3200 万人に回復している（Narodnoe i 
gosudarstvennoe khoziaistvo k seredune 1922‐23 g.,M.,1923,p.560）。 
3 Vestnik Statistiki,1921,№1‐4,pp.168‐9． 
1918／19 農業年度に約 280 億ルーブリの地方紙幣が発行され、1919／20 年度には 850～900 億ルーブ
リの紙幣（旧紙幣、反ソビエト政府紙幣）が廃棄されるか、消失した。それを考慮すると年間の紙幣増
加率は 1917／18 年度、236％、1918／19 年度、201％、1919／20 年度、216.6％、1920／21 年度、
362％となる、という。 
 なお、1921 年末と 1922 年末に 2 度のデノミが行われており、それぞれ 1 万分の 1、100 分の 1 の額
面となった（後述）。 
4 Vestnik finansov,1923,№8,p.5． 
5 1916 年 1 月 1 日には実質貨幣量は 3,930 百万ルーブリであったが、その後、急激に減少し、1921 年
7 月 1 日には 29.1 百万ルーブリまで落ち込んだ（全露労働統計局指数で換算）。戦前の 1％にも満たな
い。ネップ期に入って幾分回復するが、1922 年 7 月 1 日でも 55.3 百万ルーブリに留まる（Narodnoe i 
gosudarstvennoe khoziaistvo k seredune 1922‐23 g.,p.572）。 
6 Vestnik finansov,1923,№20‐21,pp.30‐31. 
7 Vestnik Statistiki,1922,№9‐12,p.159． 
8 Vestnik finansov,1922,№28,p.2． 
9  Narodnoe i gosudarstvennoe khoziaistvo k seredune 1922‐ 23 g. ,pp.566‐ 7,570‐ 577：
Sotsialisticheskoe khoziaistvo,1923, №2‐3，pp.48‐57． 
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10 Vestnik Statistiki,1921,№1‐4,p.193． 
11 Vestnik finansov,1923,№43,pp.2‐12. 
12 Vestnik finansov,1923,№49,p.17． 
13 Vestnik Statistiki,1921,№1‐4,pp.193,202‐8：Ekonomicheskaia zhizn’,14 October 1921． 
14  Ekonomicheskaia zhizn’,29  October  1921 ： Strumilin, S.G. Izbrannie proizvedenii,Tom 
1,M.,1963,p.203. 
ネップ期に入ってからの地域価格差縮小傾向については Sotsialisticheskoe khoziaistvo,1923, №
1,pp.43‐7：Vestnik Statistiki,1922,№9‐12,pp.143‐5. 
15 この物価指数は算術平均の弊害があるとはいえ、生計費指数よりはよりよく物価実勢を示している、
という（Vestnik Statistiki,1922,№1‐4, №9‐12,p.141）。 
16  Trudy Tsentral'nogo Staticheskogo Upravleniia.M.,T.8 、 Vypusk  1 ‐ Ⅸ ,pp.115 ‐ 8 ： Vestnik 
Statistiki,1921,№1‐4,p.230． 
17 Vestnik Statistiki,1921,№1‐4,p.197：Vestnik finansov,1922,№6,pp.4‐5. 
但し、1920～21 年には商品交換比率の平準化がみられる。という論者もいる（Izvestiia NKF,1921,№
18、p.32）。 
18 Vestnik finansov,1922,№5,pp.1‐4. 





i Finansovyi slovar’,L.,TomⅠ，1924，pp.179‐182） 。 
20 Ekonomicheskaia zhizn’,15 June 1919． 
21 Ekonomicheskaia zhizn’,21 July 1923． 
また塩が一般的等価物となることもあった。「塩はつい最近まで、広くユニバーサルな貨幣単位であっ
た」（Narodnoe khoziaistvo,1922、№4、p.56）．それ以外にも更紗が取引単位となることもあった
（Denezhnaia reforma.Materialy dlia agitatorov i propagandistov,L.,1924、p.22）。 
22  1922 年末には金貨相場と工業品物価指数はほぼ同水準にあった（Torgovo-promyshlennaia 










































 まず、戦前についてみれば 1913 年の平均で国庫出納部の取扱高に対する現金準備の比率は 3.3%
であった。これは年 30 回転、回転期間 12 日に相当する。国立銀行ではそれぞれ 1.4%、70 回転強、
5.2 日であり、商業銀行では 0.21%、465 回転、0.8 日であった。また 1909 年のバクーの労働者の
家計調査によると現金保有高は年間支出額の 5%であり、年 20 回転、回転期間 18 日に相当する。 
 これに対し、1923年 10月には国庫出納部におけるソフズナークの流通速度は戦前の 3倍となり、
更に 1924 年 1 月には 12 倍となった（表Ⅰ－４）。 
 銀行取引では安定通貨については戦前水準に近いが、ソフズナークは安定通貨の2倍以上である。
1923 年 10～12 月には 4 倍以上になった。 
 商工業も同様であり、例えば、国営百貨店では 1923 年 10～12 月に、チェルヴォネッツは年 44
回転、ソフズナークは 257 回転であり、後者は前者の 5.8 倍であった。生産合同ではバラツキが大
きいが、例えば、4 つのトラストで同じ期間に、チェルヴォネッツは 29 回転、ソフズナークは 128
回転であり、後者は前者の 4.4 倍であった。 
 労働者の家計では、1918 年 5 月のペトログラードの家計調査によると、一人当りの月間支出額
は 357.20 ルーブリ、月に 4.28 回転、年 51 回転となる。従って戦前の 2 倍半である。 
 1923 年 11 月の 225 の鉄道員家族の家計調査によると、平均月間支出額 33 千ルーブリ（チェル
ヴォネッツ計算では 34.10 ルーブリ）、平均現金残高 5,320 ルーブリ（同じく 5.48 ルーブリ）で
あり（但し、ソフズナークの相場差損は 10%）、ソフズナークの回転は月 6.2、年 75 回転となり、
これは戦前の 3.75 倍である（この時期には労働者家計におけるチェルヴォネッツの比重はまだ少
ない）。 
 1924 年 1 月のモスクワの工業労働者の家計ではすでにチェルヴォネッツが一定の比重を占めて
おり、それだけでみると、流通速度は戦前に近い。ソフズナークについては戦前の 7 倍以上である。 













1923年 10月 13.0 7.7 4.0 
 11月 10.6 9.4 3.2 
 12月 8.4 11.9 2.6 
1924年 1月 3.4 29.6 1.0 
②銀行取引（出納）におけるソフズナークとチェルヴォネッツの流通速度  
 ゴスバンク ロシア商業銀行 プロムバンク 
回転数 回転日数 回転数 回転日数 回転数 回転日数 
１．チェルヴォネッツ 
23年1‐3月（73日） 14.6 5.0  ［78.1］ 0.9 53.5 1.4 
23年4－6月（73日） 13.6 5.4 55.4 1.3 84.5 0.9 
23年7‐9月（77日） 41.8 1.8 64.9 1.2 461.0 0.1 
23年10‐12月（76日） 22.7 3.3 27.9 2.7 85.5 0.9 
２．ソフズナーク 
23年1‐3月（73日） 35.4 2.1 71.4 1.0 109.3 0.7 
23年4－6月（73日） 36.2 2.0 145.0 0.5 157.3 0.5 
23年7‐9月（77日） 82.6 0.9 326.0 0.2 352.4 0.2 
23年10‐12月（76日） 100.0 0.8 167.0 0.5 381.0 0.2 











1.13 12.70 2.4 
チェルヴォネッツ及び運
輸証券 
1.35 0.45 3.00 10.3 
公債 0.17 0.47 0.36 86.0 
貯金局 0.22 0.05 4.40 7.0 
注記：家計の（ ）内は相場差損。ソフズナークの額はチェルヴォネッツ・ルーブリ計算。 





















































































































































































 ウスチ・アムール協同組合ソユース。1919 年に３，５，１０ルーブリの bony を発行した。こ
の bony の所有者は組合で商品を入手しえた。これらは信用が厚く、人々は喜んで受け取った39。 









同様に 1922 年末から 1923 年にかけて、ソ連邦の一部の地方で種々の協同組合及びその連合組





 ヴォログダ市ソユース（『北部ソユース』）。1922 年 12 月に 1，5，50，100 ルーブリ（23
年紙幣）の手形を発行した。最初は粗末な白い紙片に石版を使って黒い色で印刷されたものに
過ぎなかったが、1923 年 4 月に同額面の新しい手形を発行した。これは紙質がずっと良くな
り、多色刷りで、一部の額面のそれは外観が国家紙幣に似ていた。 
 エニセイ県ソユース。1923 年 4 月に県ソユースや労働者協同組合の商業施設から商品を受け
取る権利をもつ証票 marka を発行した。 



















場は 1922 年 8 月に 1 戦前ルーブリに対し 600 ルーブリ（1922 年紙幣）、9 月 680 ルーブリ、








































































































































                                                  
1 Ekonomicheskaia zhizn’,30 March 1924：Planovoe khaziaistvo,1924,№3,pp.3‐16：Strumilin, 
S.G. Izbrannie proizvedeniia，M.,1963,T.2,pp.75‐80. 
なお、フィッシャーの交換方程式により流通速度を求める方法はほとんど無意味であると思われる
（C.B,Turroni,（1927）,pp.162-172）。 
2 Vestnik finansov,1922,№37,p.24． 
3 Vestnik finansov,1925,№1,p.78． 
4 ibid.,p.78. 
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10 Ekonomicheskaia zhizn’,13 August 1922． 
11 Ekonomicheskaia zhizn’,13 May 1922．cf.Torgovo-promyshlennaia gazeta,18 May 1922． 
12 Ekonomicheskaia zhizn’,28 August 1923． 
13  貨幣飢饉に関する言及は多いが、さしあたり Vestnik finansov,1922,№ 4,p.25： Izvestiia 
NKF,1921,№18,p.28；1922,№1,pp.51‐2：Ekonomicheskaia zhizn’,19 July 1921；13 October 1921；
3  December  1921 ： Atlas,Z.V. （ 1940 ） ,pp.60,136 ‐ 140 ： Atlas,Z.V. （ 1969 ） ,pp.113,127 ‐ 130 ：
Arnold,A.Z. （1937）,p.96 などを参照。. 
 ハイパー・インフレーションには一般的に貨幣飢饉が随伴する、といえようが（Na Novykh 











14 Vestnik finansov,1922,№44,pp.17‐8. 
15 Ekonomicheskaia zhizn’,28 April 1921. 
16 Narodnoe khoziaistvo,1921,№10,p.160． 
17 Izvestiia NKF、1921、№12、p.6． 
18 Izvestiia NKF、1921、№17、p.7． 
19 Atlas,Z.V. （1940）,pp.70‐74 ：Atlas,Z.V. （1969）,pp.124‐7． 
ここで bronirovka とは特定の官庁に対して一定量の紙幣使用権が確保され、他の用途に使用されないこ
とを意味する。 
20 Vestnik finansov,1922,№13,pp.11‐13. 
21  Narodnoe khoziaistvo,1921,№ 10,p.155 ‐ 161 ； 1922, № 5,pp ． 26 ‐ 31 ： Vestnik finansov,1922,№
39,pp.28－49：Ekonomicheskaia zhizn’,30 March 1922 など。 
22 Ekonomicheskaia zhizn’,7 September 1922． 
23 Torgovo-promyshlennaia gazeta,7 September 1922．cf.Ekonomicheskaia zhizn’,31 March 
1922 など。 
24 Narodnoe khoziaistvo,1922,№4,p.56． 
25  Torgovo-promyshlennaia gazeta,30 May 1922. cf. Narodnoe khoziaistvo,1922,№4，p.55：




                                                                                                                                                                    
たり、また、あらゆる種類の貨幣代用物を創造することによって活路を見いだす」（Sotsialisticheskoe 
khoziaistvo,1924, №3,pp.115‐7）。 
27  Vasiukov,A.I. i dr. （ 1993 ） ,pp.92 ‐ 189 ： Malyshev,A.I. i dr. （ 1991 ） ,pp.92 ‐ 131 ： Atlas,Z.V. 
（1969）,pp.115‐7． 
28 Atlas,Z.V.（1969）,p.112． 
29 Ekonomicheskaia zhizn’,29 September 1923． 
30 Iurovskii, L.N. （1928）,p.159． 
31 こうした地方貨幣については Iurovskii, L.N. （1928）,Glava Ⅳ：Iurovskii, L.N. （1924）,pp.36‐43：
Izvestiia NKF、1919、№5‐6、p.9．  








40 Pogrebetskii,A.I.（1924）p.155．他にも極東の多くの協同組合が仮配給券 avansovye kartochki、食
糧券、手形などを発行した。それらは流通範囲が限定されていたにも拘らず、その範囲を超えて広く流
通した（ibid.,pp.156‐7）。 
41 Atlas,Z.V. （1969）,p.208． 
42 Vestnik finansov,1923,№43,p.57． 
43 Pogrebetskii,A.I.（1924）,p.39. 
44 Vestnik finansov,1923,№43,p.57:Goland（2006）,p.168. 
45 Atlas,Z.V. （1969）,p.208．cf. Arnold,A.Z. （1937）,p.98. 
46 Pogrebetskii,A.I.（1924）,pp.154‐5. 
47 Pogrebetskii,A.I.（1924）, pp.130、238‐241. 
48 Ekonomicheskaia zhizn’,10 May 1922． 
49 Pogrebetskii,A.I.（1924）, p.239. 
50 Pogrebetskii,A.I.（1924）, p.10. 













Sotsialisticheskoe khoziaistvo,1923, №2‐3，pp.141‐6：Torgovo-promyshlennaia gazeta,25 May 
1922；Torgovo-promyshlennaia gazeta,7 June 1922；Torgovo-promyshlennaia gazeta,18 June 
1922；Torgovo-promyshlennaia gazeta,30  June  1922：Ekonomicheskaia zhizn’,8  October 
1922；Ekonomicheskaia zhizn’,9 August 1923 など）。 
第二に運輸証券 Transportnye sertifikaty 
証券価格は金ルーブリで定められ、特別相場委員会の金ルーブリ公定相場にて通貨に換算され、償還も
この相場により行われた。応募開始は 1923 年 9 月後半である。これはあらゆる種類の運輸サーヴィス
29 
 
                                                                                                                                                                    
の支払いに受領され、そのため特殊な鉄道貨幣として、燃料などの納入者への支払いに充てられるだけ
でなく、急速に流通界に浸透し、大衆性を得た（Vestnik finansov,1923,№49,p.56；1924,№2,p.16：
Torgovo-promyshlennaia gazeta,17 August 1923；1 November 1923；2 December 1923：





55 Iurovskii, L.N. （1928）,pp.255‐6. 
56 Ekonomicheskaia zhizn’、5 March 1924. 
57 Torgovo-promyshlennaia gazeta、4 May 1922、№45．cf.Ekonomicheskaia zhizn’、26 October 
1922、№242． 
58 Iurovskii, L.N. （1928）,p.193． 













































年比では 65～80%）、戦前価格で計算した農産物の総生産高は 1921／22 年度には 1913 年度の約
40%に過ぎなかった1。工業総生産高（戦前価格）は 1920／21 年度には 1913 年の 20％以下に低下
した（1917 年比では 20～30%）。 
商品化率も同様に低下した。「農村の自給化率は更に高まり、戦前は 50%近く都市に依存してい
たのが、現在では 20～25%を下回る」2。「農民は穀物と交換に紙片しか受け取れないとなれば，











  工業総生産高 戦前比 農業総生産高 戦前比 
穀物総収穫量
（百万プード） 
1913 5,621 100 5,882 100 *3.473 
1920／21 994 18 ― ― 2,083 
1921／22 1,493 27 2,315.3 39 1,689 
1922／23 1,949 35 3,550.9 60 2,309 
（百万戦前ルーブリ） 
 
注記：戦前比は戦前と同じテリトリーでの比較。 *1916／17 年度の数字。 
出所：Narodnoe khoziaistvo S.S.S.R. sa 1922－23 god.,M. i L.,1924,pp.X-XⅠ:Sbornik 









消費県 戦前 ― 26.2 5.1 
1920／21 8.4 6.6 -1 
1921／22 5.6 11.5 2.8 
生産県 戦前 ― 22.4 21.8 
1920／21 17.1 18.8 7.2 
1921／22 1.2 11.2 3.2 
注記：ネットの自発的譲渡率は農村内交換を除いた分。 






1912 年 1920 年 1922 年 
全消費量 うち農村 全消費量 うち農村 全消費量 うち農村 
大衆消費財 2,099 1,400 262 175 276 194 
農業機械 39 39 4.6 4.6 2.9 2.9 
鉱物性肥料 0.7 0.7 0.2 0.2 0.2 0.2 
その他の工業品 600 300 100 50 120 60 
単位：百万ルーブリ（戦前価格）。 




1920／21 年度の農村の大工業製品消費量は 200～250 百万ルーブリ（戦前価格）に留まった。1921
／22 年には幾分増加したようだ5。別のデータでは 1920 年の農村の都市工業品消費量は 1912 年の






















































1918 年には 10 都市で実際の支出はすでに平均して賃金を 50%上回っていた。クラスノダールでは
1919 年に 92%、1920 年に 154%、ハリコフでは 1920 年に 191%、ペトログラードでは 1921 年 4
月に 170%、同年 9 月に 130%、それぞれ賃金収入を上回った。1922 年になってやっとエカテリン













1917 年 21.2（94.7） 0.69（3.1） ― 0.50（2.2） 22.39 101.8 
1918 年 4.73（52.6） 1.47（16.4） 0.8（8.9） 1.99（22.1） 8.99 40.9 
1919 年 1.40（20.7） 2.42（35.7） 0.86（12.7） 2.09（30.9） 6.77 30.8 
1920 年 0.49（6.9） 2.62（36.8） 1.83（25.7） 2.18（30.6） 7.12 32.4 
1921 年 0.96（13.8） 2.85（41.0） 0.94（13.5） 2.20（31.7） 6.95 31.6 
1922 年前半 2.63（32.0） 3.99（48.6） ― 1.60（19.4） 8.22 37.2 
単位はルーブリ（戦前価格）。（ ）内は比率。 
































  消費県 両首都 生産県 
1919年 
3～4 月 労働者家族 (47.1) (47.1) (61.2) 
  非労働者家族 (35.8) (39.5) (62.0) 
7 月 労働者家族 35.3(44.7) 25.6(52.2) 35.9(64.8) 
  非労働者家族 28.3(40.1) 20.8(51.0) 40.4(71.4) 
12 月 労働者家族 47.1(57.5) 43.5(70.6) 47.8(70.0) 
  非労働者家族 42.5(53.9) 39.4(57.6) 49.8(75.3) 
1920年 
5 月 労働者家族 50.6(53.5) 38.0(52.5) 62.2(77.7) 
  非労働者家族 62.4(60.6) 51.5(72.2) 56.9(75.2) 
注記：（ ）内はパンのみ。 
   
出所：Trudy Tsentral'nogo Staticheskogo Upravleniia.M.,Tom Ⅷ,Vypusk 1,
















消費税は財務人民委員部と協定して定める、公定価格の有効期間は通常 3 ヶ月とする。 
 例えば、綿織物の公定販売価格は以下の方式で定められた。a)原価は販売価格の 65%、b)運輸コ






工業品は 20～25 倍（一部 27 倍）引上げられた。 
 第二回の全面的改定は 1919 年 1 月で、これは食糧高騰、労賃引上げ，原価上昇によるものであ
り、原価と国庫収入に基づいて定められた。引上げ率は穀物が 22～25 倍、工業品が 50～60 倍、
原材料は 12～20 倍とされた。 
 第三回の全面的改定は 1919 年 9 月に行われ、同様に、工業品は 120～150 倍、原材料は 30～60
倍、穀物は 50 倍であった。 
34 
 
 こうして 1919 年前半に工業品については繊維製品約 950 品目、皮革製品 550 品目、金属製品約
























  首都 県都 
1919 年 
1 月 6 8.5 
4 月 5.1 5.5 
7 月 2 2.1 
10 月 1.8 1.6 
1920 年 
1 月 1 1.1 
4 月 0.7 0.8 
注記：食糧への支出中,国家から受け取った食糧への支出の割合。 





 労働者 職員 
配給 配給外 職場 配給 配給外 職場 
1919年 4月 1.7 32.7 0.1 3.3 29.1 0.0 
5月 1.7 41.2 0.0 1.6 32.9 0.0 
6月 1.4 32.3 0.5 0.8 38.5 0.0 
7月 0.6 38.5 ― 0.4 38.0 0.1 
8月 1.3 52.5 0.3 0.8 29.4 0.0 
注記：モスクワ住民の標本抽出法による家計調査より。    









セットについてみて 1919 年第 1 四半期には後
者は前者の 7 倍であり、第 2 四半期は 12 倍、
第 3 四半期は 14 倍、第 4 四半期は 23 倍、そし
て 1920 年第１四半期には 46 倍にもなった28。  




















                                                  
1 播種面積は 1916 年を 100 として、1919 年には 82.4、1920 年、69.3、1921 年、58.7 に縮小した
（Ekonomicheskaia zhizn’,29 March 1922）。 
2 Ekonomicheskaia zhizn’,22 January 1920． 
3 Ekonomicheskaia zhizn’,28 April 1921．播種面積 2 デシャチーナ未満の小規模農家は 1917 年に
農家総数の 30.4％であったが、1920 年には 47.9％に増えたが（畑をもたぬ農家の比率は 10.6％から
4.7％に減った）、4 デシャチーナ以上の農家は 28.9％から 15.8％に減った。特に 10 デシャチーナ以上
の富農は 3.7％から 0.5％に激減した（Kritsman,L.（1926）,pp.69‐70）。 
4 例えば、３県のみのデータであるが、1919 年 9月から 1920 年 1 月まで農民が入手した生産物のうち、
54％は自由市場で入手し、35％は非貨幣的取引（商品交換など）により、11％は国家機関から入手した
（Kritsman,L. （1926）,p.144）。 
5 Ekonomicheskaia zhizn’,29 March 1922．非常に大雑把ではあるが、1921／22 年には農業の総生
産高は 2,625 百万ルーブリ（戦前価格）であり、それから自己消費分を除くと 400～500 百万ルーブリ
となる。うち 180～200 百万ルーブリが現物税として徴収され、残りの 200～300 百万ルーブリが自由
販売された。その分が工業品の購買に向けられる、という計算になる。 
6  以下、集荷・配分システムの概要については Kritsman,L.（1926） ,pp.111－5：Dikhtiar,G.A.
（1961）,pp.93‐130 参照。また、商業国有化の方針を打ち出したものとしては 1918 年 11 月 21 日付人
民委員会議布告『供給の組織化』がある（Dekrety Sovetskoi vlasti,T.Ⅳ, pp.41‐6）。 
7 この商品交換は不成功のようであった。例えば、食糧人民委員部のデータによると、1917 年 11 月か
ら 18 年 10 月までに農村に 20 億ルーブリ（戦前価格）の工業品を送ったが、見返りとして農村から受
け取ったのは 8 億ルーブリに過ぎなかった、という（Ekonomicheskaia zhizn’,25 December 1918）。 
8 義務的商品交換については Ekonomicheskaia zhizn’,31 July 1919；7 August 1919；14 
August 1919：Narodnoe khoziaistvo,1919,№11‐12,pp.16‐7 などを参照。 
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10 Ekonomicheskaia zhizn’,1 October 1920．1920 年には非規制品として残っているのは野菜、果
物、茸、鳥等だけであった。 
11 ibid. 
12 Na Novykh Putiakh:Itogi ekonomicheskoi politiki 1921-1922gg.,M.,1923,Vypusk Ⅲ,p.102. 
13 1919 年 3 月 16 日付『消費コミューン』布告（Dekrety Sovetskoi vlasti,T.Ⅳ, pp.503‐7：Reshenie 
Partii i Pravitel'stva po khoziaistvennym voprosam.M.,1967,Tom1,pp.129‐30）。cf.Ekonomicheskaia 
zhizn’,5 April 1919． 
14 Na Novykh Putiakh,Vypusk Ⅲ,p.110. 
15 ibid.,pp.107‐9. 
16 Ekonomicheskaia zhizn’,16 January 1921．cf. Atlas,Z.V. （1969）,p.162. 
17 モスクワ市民についても同様である（Ekonomicheskaia zhizn’,4 May 1919；8 June 1919；




18 Larin,Iu.（1923）,p.136. cf.Ekonomicheskaia zhizn’,20 July 1919． 
19 Narodnoe khoziaistvo,1918,№6‐7,p.81；1919,№7,p.11． 
20 Narodnoe khoziaistvo,1918,№8‐9,p.35． 
21 Ekonomicheskaia zhizn’,20 December 1918；6 March 1919． 
22 以上、価格改定については Narodnoe khoziaistvo, 1919,№5,pp.37‐40：Ekonomicheskaia zhizn’,24 
April 1919；11 September 1919；2 November 1919 など。 
23 Ekonomicheskaia zhizn’,7 August 1920． 
24 ibid. 


































































ではモスクワの自由市場の規模はどれ程であったのか。1919 年 5 月 10～11 日に行われた市場の
特別調査によると、9 の主要市場で商人数は 4,889 人、日取引高は 9,480 千ルーブリに上った。と
りわけスハレフカは商人数 3,268 人、日取引高 5,433 千ルーブリと圧倒的であり、スモレンスク、
商人数 460 人（日取引高 877 千ルーブリ）、オホートニー・リャド、商人数 141 人（日取引高 2,386
千ルーブリ）などがこれに続く。この他に市内の各所に小規模な市場があり、これらは商人数 1,100





1921 年秋になるとモスクワの 9 の主要市場における商人数（常設、屋台、荷車による商業）は






































































る。但し、1 足 1,500 から 5,000 ルーブリという法外な値段ではあるが。［ソビエト店で］更紗や
薄布や絹を入手するには途方もなく長い行列をせねばならないが、スハレフカでは更紗なら（1 ア
ルシン）75 ルーブリ、薄布なら 100～120 ルーブリ、絹なら 350～400 ルーブリで買える。非合法
市場のこれら全ての生産物は本質的には、ソビエト店から盗まれたものである。……スハレフカ市




























ムでは１ヶ月前に自由市場で塩 1 プードは 3 千ルーブリの水準であったのが、その後、保管が整備

























































第 3 の機関からはランプの芯を同 40%、第 4 の機関からは灯口を同 20%受け取るということがあ






























































































算によるとネップ初年度に工業は 500 百万金ルーブリの流動資産を有していたとすれば、第 2 年度
にはそれは 250 百万金ルーブリまで減少した、という53。 
 
また当時、国営企業の取引において比重の高かった現物的商品交換が自由市場の重要な供給源と















































































































































出所：Dinamika tsen sovetskogo khoziaistva,M.,1930,p.126：Na Novykh 






























































































 買付 販売 
国家機関 協同組合 私的組織 国家機関 協同組合 私的組織 
１９２２年 １月 54.6 19.0 26.4 58.5 26.1 15.4 
２月 75.0 6.6 18.4 67.6 13.4 19.0 
３月 65.1 4.0 30.9 67.0 10.0 23.0 
４月 74.1 4.2 21.7 66.8 9.5 23.7 
５月 56.7 3.7 39.6 60.5 4.2 35.3 
６月 64.4 6.3 29.3 55.2 4.9 39.9 
７月 66.9 11.2 21.9 47.0 7.7 45.3 
８月 76.6 1.0 22.4 59.5 7.3 33.2 
９月 67.1 1.9 31.0 58.9 11.5 29.6 
１０月 62.4 5.2 32.3 62.4 6.2 31.4 
１１月 76.9 4.4 18.7 71.6 8.6 19.8 
１２月 70.4 14.7 14.9 75.0 7.7 17.3 
１９２３年 １月 78.1 2.8 19.1 72.9 8.9 18.2 
２月 88.5 2.2 9.3 75.1 17.2 7.7 
３月 86.4 2.3 11.3 80.5 7.0 12.5 
４月 78.8 3.0 18.2 81.5 6.8 11.7 
5月 86.5 1.7 11.8 80.1 7.5 12.4 
６月 74.8 1.8 23.4 68.9 13.8 17.3 
７月 76.3 2.2 21.5 66.7 18.0 15.3 
８月 84.1 5.0 10.9 64.0 21.3 14.7 
９月 87.0 1.7 11.3 74.6 15.1 10.3 
出所：Russkaia promyshlennost' v 1922 godu ,M.,1923、p.XCⅣ．Russkaia 
promyshlennost' v 1923 godu ,Ezhegodnik V.S.N.Kh.,M.,1924,ch．Ⅰ,p.77． 
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2 ibid.,pp.39‐40. 
3 Vestnik Statistiki,1921,№1‐4,p.181：Ekonomicheskaia zhizn’,14 October 1921． 
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71 Ekonomicheskaia zhizn’,25 January 1923；15 February 1923：Vestnik finansov，1923,№































































1919 年 96.0 59.5 62% 49 51.4% 
1920 年 117.7 62.4 53% 21 17.6% 
1921 年 86.7 37.3 43% 28 32.7% 
1922 年 49.5 21.3 43% 34 69.0% 
合計 350  181   132  
単位は億金マルク 









  国債 税 その他 
1921 
４月 53.76 45.43 0.81 
５月 39.26 59.82 0.92 
６月 58.78 40.53 0.69 
７月 49.88 49.19 0.93 
８月 69.72 29.64 0.64 
９月 60.31 38.78 0.91 
１０月 54.04 45.04 0.92 
１１月 54.59 44.46 0.95 
１２月 71.43 28.00 0.57 
1922 
１月 49.38 49.65 0.97 
２月 42.08 56.71 1.21 
３月 38.92 60.04 1.04 
４月 40.28 59.06 0.66 
５月 31.83 67.54 0.63 
６月 24.48 74.77 0.75 
７月 36.92 62.41 0.67 
８月 42.55 56.88 0.57 
９月 78.75 20.87 0.38 
１０月 74.92 24.61 0.47 
１１月 69.03 30.41 0.56 
１２月 82.87 16.75 0.38 
1923 
１月 67.18 32.27 0.55 
２月 81.19 18.20 0.61 
３月 85.32 14.34 0.34 
出所：Feldman G.D.（1993）,p.579 より作成。 
 
表Ⅰ－１５ ライヒスバンクの国債引受と信用 

















1 月 155.5 67.5       5 
2 月 161.8 66.8       5 
3 月 166.4 61.2       5 
4 月 172.7 66.0       5 
5 月 176.7 64.4       5 
6 月 185.1 57.0       5 
7 月 190.8 58.1       5 
8 月 201.9 58.6       5 
9 月 210.5 53.3       5 
10 月 218.0 54.7       5 
11 月 226.7 49.7       5 




1 月 255.9 50.7 1.6 0.02 13.9 5 
2 月 263.0 48.9 1.9 0.06 12.6 5 
3 月 272.1 46.2 2.2 0.02 15.1 5 
４月 281.1 44.7 2.4 0.13 13.2 5 
5 月 289.4 42.1 3.4 0.05 14.4 5 
６月 295.3 37.0 4.8 0.06 25.1 5 
７月 308.0 32.5 8.1 0.14 25.4 5 
８月 331.5 24.7 21.7 0.17 36.7 6 
９月 451.1 22.5 50.2 0.06 35.9 7 
10 月 603.8 21.0 101.2 0.62 51.1 8 
11 月 839.1 19.9 246.9 51.4 91.7 10 
12 月 1,495 20.8 422 1 252 10 
1923 
1 月 2,082 22.7 697 95 381 12 
2 月 3,588 17.9 1,829 27 708 12 
3 月 6,601 31.0 2,372 2 1,147 12 
4 月 8,442 26.3 2,986 21 1,464 18 
5 月 10,275 21.9 4,015 61 1,892 18 
6 月 22,020 16.7 6,914 189 2,867 18 
7 月 57,849 7.1 18,314 2,553 3,987 30 
8 月 1,196,295 17.5 164,644 25,261 14,176 30 
9 月 46,716,616 3.2 3,660,000 99,000 941,000 90 













単位：10 億マルク（1923 年 10、11 月は兆マルク） 
   
出所：Holtfreric C.L.（1986）,pp.68,73:Feldman G.D. (1993),pp.585,649. 


































安定価値の支払手段への緊要な需要を満たすため、ライヒは 1923 年 8 月に総額 5 億金マルクの







合わせて 1923 年 11 月半ばにはドイツで約 11 億金マルクの安定価値紙券が流通していた。それ
と共に 1923 年夏以降、20～30 億金マルク相当の外国の銀行券が流通していた。加えて、私的に発
行された商品債券（つまり、ライ麦、石炭、カリその他で表示）も支払手段として使われていた。
こうした安定価値紙券の流通高は通貨改革直前に総額 40 億金マルクを超えると推計される（因み













年 5 月のロンドン最後通牒を直接的契機としてインフレーションは激化し始める。1922 年半ば以
降は完全に歯止めを失って、累進的インフレーションに至る。このハイパー・インフレーションの












 こうして物価は流通通貨量の水準からは相対的に自立した運動を示していた。とはいえ 1920 年
2 月以降、物価の累進的上昇運動は一時的に反転、沈静化した。これは供給サイドの要因を別とす








































































































出所：Elster,Karl,Von der Mark zur Reichsmark:Die Geschichte der duetchen Währung 
in der Jahren.1914 bis 1924,Jena,1928,S.433,443,454-5,462-4：Holtfrerich,C.L.,The 
German inflation 1914-1923:causes and effects in international perspectives;translated 










































































































































































1919 349 692   
1920 359 794 62 61 
1921 388 542 63 77 
1922 403 559 69 86 
1923 349 503 69 54 
1924   71 77 
*ドルもしくは金の購買力で評価（アメリカでの卸売物価水準の上昇を考慮） 
**生産量指数は人口一人当たりの物理的量。 






















































































低水準であった。だが 1923 年 8 月以降、急


















1 つは金通貨に戻るものである。ヒルファーディング案はライヒスバンクを 2 部門に分割し、1
部門が紙マルクの発行を継続し、もう 1 部門がライヒスバンク保有の金に裏付けられた新しい金通
貨を発行するというものであった。 



















第１四半期 1.9 143 
第 2 四半期 4.0 145 
第 3 四半期 4.5 188 
第 4 四半期 4.1 232 
1921 
第１四半期 3.7 330 
第 2 四半期 3.0 392 
第 3 四半期 1.4 370 
第 4 四半期 1.6 284 
1922 
第１四半期 1.1 138 
第 2 四半期 0.6 98 
第 3 四半期 0.8 62 
第 4 四半期 2.8 39 
1923 
第１四半期 5.6 24 
第 2 四半期 4.1 37 
第 3 四半期 9.9 13 
第 4 四半期 28.2 13 
1924 
第 1 四半期 
13.1 
47 
第 2 四半期 346 
第 3 四半期 948 
第 4 四半期 564 
出所：Webb S.B.（1989）,p.99: Graham,F.D. (1930), 





、政府は決断を迫られた。各勢力の政治的妥協を通して 1923 年 10 月 15 日にレンテン
マルク法が制定され、レンテンバンクが設立された。レンテンマルクは改名された土地マルクであ
り、本質的にはヘルフェリヒが提起したライ麦マルクの修正版と言えた。 
11 月 15 日にレンテンバンクが開業し、それから 5 日の間に最初のレンテンマルクを発行した。




1923 年 11 月～12 月に政府とライヒスバンクは通貨安定化のために次の 4 つの措置を行った。1
つは変動相場制の停止、1 つは Notegeld（合法のそれ）の交換性停止、1 つは政府債の貨幣化停止、
1 つは財政赤字の削減である。 
外国為替市場でのライヒスバンクの介入によって 11 月 15－19 日には 2.52 兆マルクを 1 ドルに




たが、11 月以降は Notegeld の受け入れを拒否した。 
レンテンバンク開業と共にライヒスバンクは政府債の割引を停止した。レンテンバンクは政府へ
の 12 億マルクの特別貸付（流動負債を返済するための 0％での 3 億レンテンマルクの貸付を含む）
と引き換えに政府がこれ以上ライヒスバンクに短期国債を買い取らせないことを保証したのであ
る。 













































が生じたため、1918 年 10 月の法令は政府機関に産業緊急貨幣の受領を命じ、また同様の理由で戦
時公債の利札も法貨とされた。だがその役割は小さく、1919 年初頭の発行高は約 11 億マルク（法
貨流通総額は 350 億マルク以上）に達したとはいえ、本来の通貨創造と言えるものではなかった23。 














Notegeld を発行した。自分では Notegeld を印刷できないより小規模の企業は小額銀行小切手で
労働者の賃金を支払った
26
。1922 年末には Notegeld 流通高はライヒスバンク銀行券のそれの 2%
弱に過ぎなかったが、1923 年には急増し、1923 年末には Notegeld の発行総額は約 5 億金マルク
に上ったという（この額は同時期におけるライヒスバンク銀行券流通高に匹敵した）。これらの大
部分は何らの保証もなく、価値も不安定であった。ことにフランス軍のルール侵攻後、ライヒスバ
ンクからの紙幣の正規の供給が著しく滞っていた占領地域では Notegeld の発行は巨額であった。 
こうした Notegeld の他に安定価値の Notegeld がある。 





























またルール占領地の鉄道を管理するフランス統治部は 1923 年 10 月、フランス・フラン表示の







安定価値の Notegeld も合わせると、1923 年 11 月 15 日のレンテンマルク導入直前に 11 億金マ
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1921 年 7 月 19 日付人民委員会議布告『ソヴェト機関や企業の自由市場での食糧飼料の入手』17、 
1921 年 8 月 16 日付人民委員会議布告『国営企業の融資や物的フォンド処分上の権限拡大』18、 























 金額 比重（％） 
発券 344,200 40.7 
国税 直接税 7,505 0.9 
 消費税 7,815 0.9 
 関税 2,265 0.3 
 その他税 374 0.1 
地方税 6,472 0.7 
貨幣税計 24,431 2.8 







歳入計 846,824 100 
単位：千実質ルーブリ（全露物価指数） 





























である。［表Ⅱ－２］     
 
賃金面の改革も進む。 




























 買付 販売 
貨幣取引 商品交換 貨幣取引 商品交換 
１９２２年 
１月 64.8 35.2 66.8 33.2 
２月 49.6 50.4 53.2 46.8 
３月 53.8 46.2 65.1 34.9 
４月 38.8 61.2 60.5 39.5 
５月 20.5 79.5 58.3 41.7 
６月 34.9 65.1 73.4 26.6 
７月 33.8 66.2 72.4 27.6 
８月 42.2 57.8 70.2 29.8 
９月 41.9 58.1 69.3 30.7 
１０月 37.4 62.6 74.3 25.7 
１１月 54.0 46.0 74.3 25.7 
１２月 46.9 53.1 73.1 26.9 
１９２３年 
１月 67.0 33.0 78.0 22.0 
２月 41.6 58.4 70.9 29.1 
３月 43.3 36.7 78.6 21.4 
４月 62.2 37.8 70.9 29.1 
５月 78.5 21.5 82.1 17.9 
６月 79.5 20.5 90.4 9.6 
７月 81.7 18.3 85.1 14.9 
８月 76.7 23.3 88.9 11.1 
９月 85.4 14.6 92.8 7.2 
出所：Narodnoe i gosudarstvennoe khoziaistvo k seredune 
1922－23 g.,M.,1923.p.513：Russkaia promyshlennost' v 
1922 godu ,M.,1923、p.XC‐XCⅠ：Russkaia 




 ロシア平均 モスクワ市 
貨幣 配給 計 貨幣 配給 計 
１９２１年 
１月 0.26 3.14 3.40 0.27 4.86 5.13 
２月 0.22 3.02 3.24 0.22 3.94 4.16 
３月 0.20 3.21 3.41 0.23 4.22 4.45 
４月 0.19 2.67 2.86 0.23 3.74 3.97 
５月 0.14 2.06 2.20 0.22 3.03 3.25 
６月 0.16 1.67 1.83 0.28 3.68 3.96 
７月 0.26 1.65 1.91 0.47 3.64 4.11 
８月 0.49 1.62 2.11 0.88 2.99 3.87 
９月 1.08 2.20 3.28 2.86 2.98 5.84 
１０月 2.12 [4.33] ［6.45］ 4.90 2.52 7.42 
１１月 3.76 4.52 8.28 7.94 4.36 12.30 
１２月 2.68 4.14 6.82 5.94 3.66 9.60 
１９２２年 
１月 1.25 4.63 5.88 3.32 5.45 8.77 
２月 1.87 4.45 6.32 4.91 4.92 9.83 
３月 2.95 3.37 6.32 5.31 3.27 8.58 
４月 1.94 3.67 5.61 3.73 3.98 7.71 
５月 3.89 3.51 7.40 8.40 3.76 12.16 
６月 3.86 4.34 8.20 9.72 3.15 12.87 
７月 5.81 2.59 8.40 9.86 2.86 12.72 
８月 ― ― 9.56 11.45 2.91 14.36 
（商品ルーブリ）       
注記：作業衣、公共サーヴィスは除く。［ ］内は補完法による推定値。計算ミスは修正。 
出所：Na Novykh Putiakh:Itogi ekonomicheskoi politiki 1921-1922gg.,M.,1923，


























































































年 11 月 5 日の人民委員会議採択の法令『1922 年度財務計画と紙幣発行計画』により 1922 年度予
算の戦前ルーブリによる作成が決定され、更にその作成方法に関する人民委員会議・財務委員会訓
令が出された。それによると 1921 年 10 月現在の全ての物資・サーヴィスの平均市場価格は 1913
年のそれの 6 万倍と見做され、それらの戦前ルーブリ価格は現在市場価格を 6 万で除することによ
って得られる。これは当然、当該商品の戦前価格と同じものではなく、また国内市場の現行金表示
価格とも異なる。この戦前ルーブリによって 1922 年度 1月－9月予算の全ての収支が計算された。
実際にクレジットが開設され、支給命令書の支払いや受領が行われる場合には、各月の財務人民委
員部公表の係数（物価指数にあたる）によりソフズナークに換算された（ちなみにこの係数は 1921
年 11 月、6 万、12 月、8 万、1922 年 1 月、10 万、2 月 15 万、3 月、30 万であった。これは現実
の物価上昇よりはるかに低い）。 
 更に、1921 年 11 月 14 日の人民委員会議布告はこの戦前ルーブリを多くの重要な取引（例えば、
賃貸契約）に適用することを要求し、1922 年 1 月 18 日の人民委員会議決定により全ての国税、地
方税が戦前ルーブリで計算されることになり、次いで木材の支払い（1 月 13 日）及び鉄道運賃（1












。かくて 1922 年 3 月
30 日の全露中央執行委員会及び人民委員会議決定により戦前ルーブリは廃止された37。 
 
 続いての試みはゴスバンク相場による金ルーブリ計算の採用である。1922 年 4 月 29 日の人民委
員会議布告は、国家機関と私人の間で戦前ルーブリによる決済を条件として締結された全ての契約































































































































































87.2 88.0 94.2 98.6 80.3 68.3 
独自家計セット価値
１） 6.0 2.0 2.8 0.8 9.1 4.2 
ソフズナーク
２） 5.0 7.6 1.4 0.4 8.5 21.3 
国家最低賃金
３） 0.7 2.1 ― ― 1.5 6.0 
その他 1.1 0.3 1.6 1.6 0.6 0.4 
計 100 100 100 100 100 100 
注記：１）これは主にモスクワの労組である。一部労組がモスクワ県労組評の勧告する家計セットに従っ
て賃金を決める。 
２）ソフズナークで決めるのは通常、月賃金協定で見られる。   
３）国家最低賃金を基準とするのは専ら非製造業労組（教育、医療など）である。 














 このことをある程度裏付ける材料として最高国民経済会議が 1922 年末に行ったアンケート調査
がある（25 ほどの経済機関にアンケート用紙を送付し、詳細な回答のあったのは 17 である）。そ
れによると国家機関の取引は主に現行ルーブリ（ソフズナーク計算の市場価格）で行われた。金計
算（相場委相場）による取引は 9 月－10 月の全業務の 6.9%であった。闇市場相場による決済はほ
とんどない。金計算での決済に頼るのは 17 機関中、７のみであり、取引中の比重も少ない。最も








石）は 10 月 15 日より相場委相場にて金計算決済の業務を行っていた。染料トラスト、石炭化学ト

































は最長 9 ヶ月、平均 4－5 ヶ月であった。また輸出商品の調達融資は安定外貨にて計算されていた
（例えば、木材工業）。 
 1922 年 5 月下旬から長期工業貸付が開設される。これは財務人民委員部資金により（ゴスバン





は 12％）。その後、1922 年 3－6 月に 12％に引上げられた後（協同組合には 15％、私的セクター
には 18％）、7 月－9 月には一律 2％に引下げられた。これは金相場が物価水準に近づいたからで
ある。長期工業貸付は 5－10 月、年 6％に固定されていた53。 













      表Ⅱ－５－①ゴスバンクの借方業務 
  
1922 年 
   
10 月 1 日 11 月 1 日 12 月 1 日 
   
当座勘定 7.8 7 9.5 
   
金・外貨当座勘定 0.35 0.08 3.8 
   
金計算預金 0.05 0.49 2.07 
   
単位：10 億ルーブリ（1922 年紙幣） 
   
②ゴスバンク本店とモスクワ支店の減価保険付き（金計算）定期預金 
  
1922 年 1923 年 
11 月 1 日 11 月 15 日 12 月 1 日 12 月 15 日 1 月 1 日 2 月 1 日 




   
11 月 1 日 11 月 30 日 12 月 7 日 
   
私人 ― 44 150 
   
国営企業 757 2,035 2,460 
   
 
単位：千金ルーブリ 
    
③他の信用機関での金計算預金残高 
    
  
1922 年 1923 年 
  
12 月 1 日 1 月 1 日 2 月 1 日 
  
消費者協同組合銀行 21,251 36,767 21,335 
  
工業銀行 54,753 213,712 633,173 
  
ロシア商業銀行 ― 35,206 275,753 
  
単位：金ルーブリ 
      
出所：Vestnik finansov,1922,№45,pp.10‐13；1923、№8、pp.12－14：
Ekonomicheskaia zhizn',15 December 1922,16 February 1923.. 
 
 
借方業務では、1922 年 5 月にゴスバンクで最初の金計算定期預金、いわゆる「保険付き預金」
が導入された。7 月 1 日のゴスバンク公示によると、金計算ソフズナーク定期預金（ゴスバンク相
場）は期限が１、２、3 ヶ月、最低預金額は 100 百万ルーブリ（1922 年紙幣）とし、払い戻しは
当日相場により行われ、年利 3％であった。 
 更に 11 月 1 日にはモスクワでより有利な条件で預金を受け入れ始めた。最低期限は半月に短縮
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トレルは国内の貨幣必要量を 400 百万ルーブリと見込み、うち 80 百万ルーブリはソフズナーク、





























更に発券計画そのものも守れなかった。1922 年 6 月は発券計画 90 億ルーブリに対し実績は 106














議会議は 7 月 8 日に財務人民委員部によって提出された布告案を基本的に採択し、額面 100～1000
金ルーブリの銀行券発行を決定した。更に 7 月 20 日政治局会議はチェルヴォネッツという新しい
名称を定めた（これは金含有量で 10 金ルーブリに等しい）8。 
 
こうした経緯を経て、1922 年 7 月 25 日付ロシア共和国人民委員会議布告はゴスバンクにその流
動資金増強のため銀行券の発行権を付与した。額面は 10、25，50、100 チェルヴォネッツとし、













これに踏まえ、1922 年 10 月 11 日付ロシア共和国人民委員会議布告は幾分修正が加えられた。
この布告の補足として作成された 10 月 19 日の『銀行券の発行、使用及び回収方法に関する命令』
によると発券の具体的内容は次のようである。 
１）額面は１、２、３、５、１０、２５、50 チェルヴォネッツとする。金価値で表示され、１チ
ェルヴォネッツは旧ロシア金貨の 10 ルーブリに等しい。すなわち純金１ゾロトニク 78.24 ドーリ
ャである。 




































手形   
（国内） 
長期  











1922年 12月1日 406.6 108.1 514.7 ― ― ― 514.7 200.0 314.7 100.0 
1923年 
1月1日 506.5 586.1 1,092.6 410.1 ― ― 1,502.7 1,118.0 384.7 72.7 
2月1日 1,138.8 384.4 1,523.2 245.2 911.1 ― 2,679.4 1,930.0 749.4 56.8 
3月1日 1,533.9 454.8 1,988.7 246.2 414.1 1,139.6 3,788.6 3,000.0 788.6 52.5 
4月1日 2,710.8 78.7 2,789.5 304.6 830.3 1,139.6 5,064.1 4,500.0 564.1 55.1 
5月1日 3,764.7 64.9 3,829.6 424.7 1,113.8 1,291.0 7,659.0 6,000.0 1,659.0 50.0 
6月1日 3,978.7 315.7 4,294.4 426.8 1,617.9 2,663.5 9,002.7 8,000.0 1,002.7 47.7 
7月1日 5,021.8 291.5 5,313.3 438.3 2,309.6 2,700.0 10,761.1 9,600.0 1,161.1 49.4 
8月1日 6,213.9 551.2 6,765.1 396.9 4,113.0 3,130.0 14,405.0 13,500.0 905.0 47.0 
9月1日 7,562.8 1,895.7 9,458.5 403.8 5,695.4 3,080.0 18,637.8 18,400.0 237.8 50.7 
10月1日 8,559.5 3,407.9 11,967.4 522.6 6,995.4 4,269.3 23,754.6 23,500.0 254.6 50.4 
11月1日 8,766.7 4,007.9 12,774.6 460.8 7,796.2 4,568.5 25,600.0 25,450.0 150.0 49.9 
12月1日 8,831.0 4,677.3 13,508.3 447.4 6,719.7 6,285.9 26,961.2 26,776.0 185.2 50.1 
1924年 1月1日 8,863.8 5,485.0 14,348.8 445.9 6,719.7 6,571.9 28,086.3 28,000.0 86.3 51.1 
 単位：千チェルヴォネッツ         






1922 年 11 月 15 日より第１回分の銀行券の発行は 50 万チェルヴォネッツ（５百万ルーブリ）
が予定された。それまでにゴスバンク発行部の金庫に 5.15 百万金ルーブリの金と外貨が引渡され







納部に引渡されることである。最初に印刷された 50 万チェルヴォネッツのうち 20 万ルーブリが引
渡された。30 万ルーブリ超が発行権の予備として残った。引渡された 20 万チェルヴォネッツも全
てがすぐゴスバンクの業務に使われてしまうわけではなく、なおしばらくは出納部に残る。チェル


















































































更に 8 月 14 日の人民委員会議決定は収支予算案作成及びその実施はチェルヴォネッツ計算にて
行うことを指示し、こうして国家予算もこの計算方法（実際の支払いはソフズナーク）に移行した
26




その結果、チェルヴォネッツ勘定は急速に増大していった。1922 年 12 月 1 日にはゴスバンクの
総バランス中、チェルヴォネッツ勘定は 4％に過ぎなかったが、1923 年 1 月 1 日には約 49％とな

























輸人民委員部とゴスバンクとの協定により、8 月 1 日以降、全ての鉄道駅にこの義務を拡張した33。
こうして一般的支払手段として適用範囲が拡大すると共に銀行券の流通領域も広がっていった。 








































１９２３年 チェルヴォネッツ ソフズナーク 
１月 55.9 44.1 １月 33.8 66.2 
２月 45.0 55.0  ２月 44.1 55.9 
３月 35.3 61.7  ３月 57.6 42.4 
４月 28.2 71.8  ４月 47.1 52.9 
５月 14.7 85.3  ５月 58.0 42.0 
６月 11.3 88.7  ６月 73.6 36.4 
７月 9.1 90.9  ７月 85.2 14.8 
８月 5.6 94.4  ８月 80.2 19.8 
９月 2.1 97.9  ９月 80.1 19.9 
１０月 ― ―  １０月 63.7 36.3 
１１月 ― ―  １１月 52.2 47.8 
注記：ゴスバンクのバランス・シートによる。  １２月 45.5 54.5 
出所：Narodnoe i gosudarstvennoe khoziaistvo k seredune 1922－23 g.、M.,1923、p.619．Gosudarstvennyi 








交付 償還 月初残高 交付 償還 月末残高 
1922年 
11月    109.2 42.0 67.2 
12月    259.4 119.3 207.3 
1923年 
1月 168.1 80.2 1,986.3 306.3 186.2 327.4 
2月 374.5 130.7 2,074.2 376.9 170.2 534.1 
3月 1,500.4 498.0 2,318.0 619.3 504.9 648.5 
4月 889.5 199.5 3,320.4 873.0 418.3 1,103.3 
5月 2,686.2 423.0 4,010.4 939.7 619.2 1,423.7 
6月 1,417.1 679.8 6,273.6 1,063.6 967.4 1,520.0 
7月 1,087.8 633.0 7,010.9 1,428.5 954.1 1,994.4 
8月 187.2 305.1 7,465.7 1,351.6 1,306.9 2,038.0 
9月 5,167.9 859.8 7,347.8 1,407.4 1,240.5 2,205.8 
10月   11,655.9    
1―9月計 13,478.7 3,809.1  8,366.3 6,367.7  
（千チェルヴォネッツ） 
出所：Gosudarstvennyi bank SSSR,1923 god,2-oi god deiatel'nosti,M.,1924, pp.58‐61:Otchet o 

































レウゴリニクの工場では 1 回目の銀行券支払いの時には支給された銀行券の約 50%が両替された。































1923 年 5 月頃までは銀行券によるクレジットは主に中央の大企業に対し開設された。地方へ送
られた銀行券は全発行量の 30～35%を超えなかった。5 月以降は地方への流入も増え、7 月 1 日現
在、前発行量の 43%が送られた42。秋頃には流通界に広く浸透し始めた。以下、経済紙の地方報告





























った。そこで 1922 年 10 月 20 日の人民委員会議決定に基づき45、モスクワ商品取引所にフォンド










































1923 年 1 月は銀行券相場が下落し、外貨相場が上昇したが、2 月は外貨が低落した。これは 1 月
～２月の販売困難のため、商工業企業から現金需要が高まり、流動資金を補強するため、減価保険


















































３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 




銀行券 77.4 88.9 79.3 85.5 91.8 77.2 87.5 47.9 77 
ポンド 15.9 8.2 13.7 7.7 4.0 12.6 9.7 33.7 
8.5 






58.0 63.8 48.0 43.9 38.8 53.7 46.6 36 
国家機関 31.5 26.0 38.7 43.2 44.9 25.7 38.4 27 
私的資本 9.7 9.5 12.2 12.1 16.0 20.3 14.9 35.4 






276.7 483 302 76 買
越し 売 102.3 275 133 
国家機関買 86.9 82 104 162 買
越し 売 335.2 228 120 
私的資本買 128.4 112 29 244 売






39.9 153.1 38.6 
  
74.6 48 324  0.2
売越し 売 28.7 192.2 53.8 20.3 30 87 
国家機関買 14.0 38.8 36.2 41.5 24 112  8 売
越し 売 30.2 66.3 5.8 100.5 60 333 
私的資本買 25.2 46.9 31.6 9.8 19 6 8.2 買
越し 売 20.2 6.6 2.4 5.2 0.8 23 
注記：3～5 月のデータは 23 年紙幣ルーブリ計算の数字をフォンド部相場にてチェルヴォネッツに換算。5 月の外貨
取引高は月前半の数値を 2 倍した推定値。 
出所：Vestnik finansov,1923 年の各号フォンド部報告。 


























信用機関買 36.3 39.8 23.9 18.5 60.9 20.6 25.8 24.3 46.9 
売 63.2 11.1 25.5 52.6 38.3 9 30.6 36.3 30.8 
国家機関買 31.4 28.4？ 40.2 33.9 27.3 38.8 24.1 3.8 71 
売 72.8 10.5 16.2 79.3 12.3 8.4 64.6 8.1 27.3 
私的資本買 51.9 35.1 6.9 30.8 63.3 5.3 46.9 24.7 19.7 
売 69.7 23.7 5.1 62.5 35.3 1.6 41.4 50.4 7.2 
注記：協同組合の割合はネグリジブルである。 






































































































































注記：モスクワ・フォンド取引所相場。22 年１２月と 23 年 1 月は特別相場委相場。月間最高値と最安値を示す。 
出所：Gosudarstvennyi bank S.S.S.R.,1923 god,2-oi god deiatel'nosti,M.,1924,p.51. 
平価：1 ドル＝1.94 ルーブリ（1 チェルヴォネッツ＝5.155 ドル）。 
    
1 ポンド＝9.46 ルーブリ（1 チェルヴォネッツ＝1.057 ポンド）。 
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11 Sobranie uzakonenii. 1922,№64,St.827：Katsenellenbaum, Z.S. （1926）.Ch.1,pp.441－2． 
12 Iu.M.Goland（2006），p.409． 
13  Vestnik finansov,1922, № 45,pp.48 ‐ 50 ； 1923, № 1,pp.58 ‐ 64 ：Ekonomicheskaia zhizn’,20 
December 1922：Gosudarstvennyi bank S.S.S.R.,1923 god,2-oi god deiatel'nosti，M.,1924,p.17. 




























































































出所：Na Novykh Putiakh:Itogi ekonomicheskoi politiki 1921-1922gg.,M.,1923,pp.42‐3
:Narodnoe i gosudarstvennoe khoziaistvo k seredune 1922-23 g.,M.,1923,pp.491‐2.
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15 Sotsialisticheskoe khoziaistvo,1923, №4‐5,p.115． 
16 Sotsialisticheskoe khoziaistvo, 1923, №4‐5,pp.118‐9． 
17 Iu.M.Goland（2006），p.411. 
18 Vestnik finansov,1923,№4,p.60：Ekonomicheskaia zhizn’,14 January 1923． 
19 Torgovo-promyshlennaia gazeta,24 February 1923：Sotsialisticheskoe khoziaistvo,1923, №
1,p.105． 
20 Vestnik finansov,1922,№45,pp.48‐50. 
21 Ekonomicheskaia zhizn’,11 March 1923． 
22 Ekonomicheskaia zhizn’,10 June 1923． 
23 Ekonomicheskaia zhizn’,4 September 1923． 
24 Ekonomicheskaia zhizn’,3 July 1923；6 September 1923． 
ユロフスキーによると、23 年夏の初めには、なお多くの商品がソフズナーク表示であった。小売商業の
一部や農産物のバザール価格がそうであった（Iurovskii, L.N.（1928）,p.267）。 
25 Ekonomicheskaia zhizn’,21 August 1923． 
26 Torgovo-promyshlennaia gazeta,26 August 1923：Vestnik finansov,1923,№35,pp.67‐8. 
実際にはそれ以前にも諸官庁はチェルヴォネッツを利用していた。 
27 Vestnik finansov,1923,№50,p.2． 
28 Vestnik finansov,1923,№19,pp.47‐9. 
29 Sotsialisticheskoe khoziaistvo,1923,№4-5,pp.116‐7． 
30 Ekonomicheskaia zhizn’,15 March 1923：Iu.M.Goland（2006），p.412． 
31 Vestnik finansov,1923,№4,p.57． 
32 Vestnik finansov,1923,№10,p.59． 
33 Vestnik finansov,1923,№19,p.43；№34,p.58：Gosudarstvennyi bank S.S.S.R.,1923 god,2-oi god 
deiatel'nosti,M.,1924,p.17：Ekonomicheskaia zhizn’,26 June 1923；11 August 1923；25 
August 1923；22 September 1923． 
34 Gosudarstvennyi bank S.S.S.R.,1923 god,2-oi god deiatel'nosti,M.,1924,p.17. 
35 Ekonomicheskaia zhizn’,8 May 1923． 
36 Sotsialisticheskoe khoziaistvo,1923, №4‐5，p.118． 
37 Vestnik finansov,1923,№35,pp.57‐9．この駆逐過程はなお部分的である。 
38 Izvestiia、19 July 1923． 
39 Vestnik finansov,1923,№41‐2,p.22． 
40 Ekonomicheskaia zhizn’,3 August 1923；8 September 1923. 
41 Izvestiia、5 August 1923：Trud, 2 August 1923；7 September 1923. 
笑えない話もある。ドンバスではチェルヴォネッツの小額券がないため、鉱山管理部の出納係が 15～
20 人の労働者に、「ここにあなた方の 25 チェルヴォネッツがあります。好きなように分けてください」
と言って渡す。酒類を売る『親切な御仁』がいて、そこに件の労働者グループがやってきて、給与を全
部、飲んでしまった。また鉱山に両替投機者が出没するようになり、「特別相場委」の定める相場（自




42 Vestnik finansov,1923,№35,p.60‐68：Sotsialisticheskoe khoziaistvo,1923, №4‐5，p．118． 
43 以上、Ekonomicheskaia zhizn’, Torgovo-promyshlennaia gazeta の 1923 年 9 月～12 月各号。 
44
 但し、全体としては農村への普及はなお弱い（Ekonomicheskoe Obozrenie，1923,№11,p.113）。
モスクワ郊外の住民ですら 1924 年 2 月半ばまで、主にソフズナークで価格設定を行っていた（Vestnik 
Sotsialisticheskoi Akademii,1924,№8,p.180）。 
45 Sobranie uzakonenii. 1922,№65,St.858． 
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46 Vestnik finansov,1923,№2,p.60; №4,pp.54‐5:Ekonomicheskaia zhizn’,22 October 1922；15 
December 1922；14 February 1923． 
47 Sobranie uzakonenii,1923,№15,St.189． 
48 但し、ヴァリュータ取引はそれ以外に信用機関によっても大規模に行われ、また闇取引も依然として
大きな影響力をもっていた（Torgovo-promyshlennaia gazeta、5 October 1923）。 
49 『鋏状価格差危機』については上垣彰「『鋏状価格差』危機」（中山弘正編著『ネップ経済の研究』、
1980）参照。 
50 以上、Ekonomicheskaia zhizn’及び Torgovo-promyshlennaia gazeta の 1923 年 3 月～12 月各号、
Vestnik finansov,1923年各号のフォンド部報告より。商況についてはSotsialisticheskoe khoziaistvo, 
Ekonomicheskoe Obozrenie，1923 年各号の国内商業概況を参照。 

























































































の移行時、旬間価格上昇率は 48.7％、皮革原料（2 商品）が 33％、繊維原料（2 商品）が 22.8％、













































































































































































ラストは 1 月～8 月に新聞用紙価格を 6 回改定して 14.4％引上げた。大麻トラストはタール塗ロー
プ価格を 2 月～8 月に 6 回改定し、100％以上引上げた。マッチトラストは 4 月～8 月にマッチ価


































出所：Vnutrenniaia torgovlia Soiuza SSR za Ⅹ let,M.,1928,p.97：











 まずは 1923 年夏頃から小銭危機が発生した。これは一つには 7 月 7 日の中央執行委員会決定に
よって、5 月 1 日から 8 月 1 日まで、ソフズナークの月間発行高は各月 1 日の公定相場換算で 30




均、40 百万ルーブリから 50 百万ルーブリが発行された）。とりわけ銀行の支店における手形割引・






















1922年 12月 0.2 ― ― 1,497  1.0 1.0 
1923年 
1月 3.5 ― ― 1,994 97.0 1.3 1.5 
2月 8.5 ― ― 2,629 93.7 1.8 1.8 
3月 16.0 ― ― 3,236 89.4 2.2 2.0 
4月 25.6 2.9 ― 4,482 83.8 3.0 2.6 
5月 37.5 7.9 ― 6,076 74.5 4.1 3.9 
6月 47.4 12.0 ― 7,051 67.5 4.7 4.9 
7月 70.0 22.2 ― 9,032 56.3 6.1 6.5 
8月 111.2 25.1 ― 12,456 44.9 8.4 9.5 
9月 164.1 31.2 ― 16,684 29.1 11.2 17.0 
10月 207.3 32.8 0.2 22,701 19.7 15.3 34.0 
11月 224.7 46.8 4.1 53,592 21.1 36.2 59.6 
12月 226.0 55.1 4.9 98,839 20.1 58.8 116.6 
1924年 1月 237.1 60.3 9.5 178,509 16.2 120.7 255.3 
注記：*23年紙幣。ソフズナークの構成比率はチェルヴォネッツに換算して算出。 
出所：Vestnik finansov,1924,№2,pp.26－45.     
 
 















出され、1 チェルヴォネッツの銀行券の 1 枚か 2 枚、及び 5 千ルーブリ未満の小額紙幣（1923 年
紙幣）なりを手に入れようとする。1 チェルヴォネッツの額面の銀行券には闇取引所で打歩が付き、
高額銀行券には 5～10％の逆打歩が付く。5 千ルーブリ紙幣も 10％割引かれた（地方取引にはこれ








カース、中央アジアの各線についてはデータがない）、9 月の入金は 1,393,944 チェルヴォネッツ
に急増した。これにはザカフカース、ペルミ、中央アジア各線の 8 月分 111,500 チェルヴォネッツ
を含むが、それを差し引いても 2 倍強である。8 月は工業関係の輸送による銀行券受け取りが多い
が、9 月には農業地帯における受け取りが増大した。［穀物］消費地域の 4 つの鉄道では銀行券の






























































 こうした銀行券の不足状況から 11 月以降、銀行券の自由市場相場は公定相場から大きく乖離す
るようになった。11 月第 1 週には自由市場相場は公定相場を 1.3％上回り、第 2 週には乖離率は
















































































                                                  
1 Ekonomicheskoe Obozrenie，1924,№23-4,p.153．  







であり、長くは続かず、いずれ貨幣システムのモニズムが回復する、と考える （Sokolov，A.A. Problemy 
denezhnogo obrashcheniia i valiutnoi politiki,M.,1923,pp.97‐108,290－1）。 
I.ホドロフの定義では「２つの通貨が自由に流通し、両者の法定比率は定められず、それぞれ独自の流
通領域を有する」、とされる（Ekonomicheskaia zhizn’,24 August 1923）。 
F.A.ハイエクも「交換レートが固定されていない複数貨幣のパラレルな流通」に言及している（ハイエ
ク全集、第Ⅱ期、第 10 巻『貨幣論集』、春秋社、74 頁）。ただ、ネップ期のパラレル通貨のことは知
らなかったようだ。 
4 例えば、キセリョフは 1923 年夏の物価高騰の原因の一つをパラレルな流通により、ソフズナークの
流通速度が高まったことに求めている（Vestnik finansov,1923,№36‐7,pp.33－7）。 
5 Vestnik finansov,1924,№1,pp.44－55. 
6 Torgovo-promyshlennaia gazeta、27 August 1923． 
7 Ekonomicheskaia zhizn’,16 September 1923． 
8 Torgovo-promyshlennaia gazeta、27 August 1923． 
9 Ekonomicheskaia zhizn’、7 September 1923、№201. 
10 Sobranie uzakonenii,1923,№66,St.636，637：Torgovo-promyshlennaia gazeta,30 October 1923：
Vestnik finansov,1923,№46,pp.56‐7. 
11 Vestnik finansov,1923,№38‐9,pp.74‐84；№43,pp.33－7． 
12 1923 年中の流通貨幣の額面別構成については Vestnik finansov,1924,№1,p.63-5 参照。戦前には 10
ルーブリ以上とそれ未満の額面の比率はほぼ 2：1 であったから、一時的にせよ、小額紙幣の比重は過
少となった。 
13 以上、Ekonomicheskaia zhizn’,22 September 1923；23 September 1923；10 October 
1923；23 September 1923：Torgovo-promyshlennaia gazeta, 7 September 1923：Iurovskii, L.N. 
（1928）,p.252． 
14 以上、Sotsialisticheskoe khoziaistvo,1924, №4-5，pp．143‐4:Ekonomicheskoe Obozrenie，1924,
№ 7,pp.12 ‐ 17:Ekonomicheskaia zhizn’,12  October  1923:Torgovo-promyshlennaia gazeta,11 
November 1923 など。これ以前にも程度こそ少ないが、銀行券に打歩の付くような場合は同様のこと
が起きた、という。 
15 Vestnik finansov,1923,№43,pp.56‐7；№45,pp .2‐5；№46,pp.56‐7：Ekonomicheskaia zhizn’,17 
October 1923；2 December 1923：Torgovo-promyshlennaia gazeta,30 October 1923；23 
November 1923；25 November 1923. 
この両替フォンドにより交換された銀行券は財務人民委員部の予備フォンドに組み入れられた。10 月 1
日現在、約 7 百万チェルヴォネッツを蓄積した（Ekonomicheskoe Obozrenie，1923,№11,p.114）。 
16 Torgovo-promyshlennaia gazeta,19 December 1923；20 December 1923：Ekonomicheskaia 
zhizn’,20 November 1923；15 December 1923；20 December 1923：Ekonomicheskoe 
Obozrenie,1924,№1,pp.28‐30．公共機関（鉄道、電報局など）は銀行券で支払う者に特典を与えた。
例えば、行列をしなくとも済むといったことである（Torgovo-promyshlennaia gazeta,29 February 
1924）。 
17 Ekonomicheskaia zhizn’,20 December 1923：Torgovo-promyshlennaia gazeta, 19 December 
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1923.  地 方 で は乖 離率 が 8 ～ 10 ％（ ク ルス ク ）や 20 ％（ クラ ス ノ ダー ル ）に なる




zhizn’, 19 December 1923；20 December 1923）。 
19 Torgovo-promyshlennaia gazeta,19 December 1923；23 December 1923． 
20 Ekonomicheskaia zhizn’, 16 December 1923；19 December 1923；21 December 1923. 
21 Ekonomicheskaia zhizn’,8 January 1924． 
22 Ekonomicheskaia zhizn’, 2 January 1924． 















































































1924 年 1 月 25 日にソコリニコフ・テーゼが党中央委員会・政治局の委員会に提出され、受け入






２．それらの価値は金表示にて 1 金ルーブリ＝10 分の 1 チェルヴォネッツに固定する。 
３．この平価は銀行方式で確定、維持される。 
４．1 チェルヴォネッツ以上の高額面の通貨とそれ未満の通貨との流通比率は 2：1 に法定される。 
５．国庫券は当面は［流通通貨の］額面の大きさを減らす形で、主に銀行でのチェルヴォネッツの
国庫券への両替により流通に投じられる。 





８．銀貨発行総額は 1925 年 1 月 1 日までに最低限 100 万ルーブリとする。技術的に鋳造が困難な
場合は、その枠内で小額券（ボニ）を発行する。これは同日以降、提示されれば銀貨に交換される。 














































同日、労働国防会議決定は第１回分 20 百万金ルーブリの国庫券発行を、2 月 22 日の同決定は 2
回分 30 百万金ルーブリの発行を許可した11。 
 次いで 2 月 22 日の中央執行委員会及び人民委員会議布告によって、ソビエト型銀貨、銅貨の鋳
造と発行が決定された。鋳貨の単位は銀貨が 10、15、20、50 コペイカ及び 1 ルーブリ、銅貨が 1、
2、3、5 コペイカであり、法定支払手段として国庫券と等価とされた。発行は取引需要に応じて国



















 ソフズナークについては 2 月 14 日の中央統制委員会及び人民委員会議決定によって 2 月 15 日
以降、発行が中止され、流通に投じられていない財務人民委員部保有の予備フォンドは廃棄された。




続いて 3 月 7 日のソフズナーク回収に関する人民委員会議布告によって 3 月 10 日より 1 金ルー
ブリ＝1923 年型紙幣 5 万ルーブリの公定相場にて回収されることになった。こうして兌換停止以
来、紙幣ルーブリの価値は 500 億分の 1 に低下したのである15。 
但し、流通中のソフズナークはこの固定相場にて 4 月 10 日まで法定支払手段として通用するも
のとし、財務人民委員部やゴスバンク出納部での受領、及び安定通貨との交換は 4 月 30 日まで行
われることになった。 
財務人民委員部やゴスバンク出納部による回収されたソフズナークの流通への再投下は 3 月 25
日より停止されることになっていたが、その後、財務人民委員部はゴスバンク本店、モスクワ支店
及びその代理店に対し、3 月 15 日よりソフズナーク交付を停止するよう命じた。だが小銭不足や
情報上の問題と関連して、その法定支払手段としての通用期間及び安定通貨との交換期間はそれぞ







2 月 29 日付の労働国防会議決定は商品ルーブリでの債務支払い計算や賃率、運賃率などの設定







同じ労働国防会議の 2 月 29 日付の決定によって賃金の金ヴァリュータへの移行が決定された。 















 そして翌 3月 1日付の労働国防会議決定により賃金の金ヴァリュータへの公定換算率は第１ゾー
ンが 1 商品ルーブリ＝1.50 金ルーブリ、第２ゾーンが同じく 1.30 金ルーブリ、第３ゾーンが同じ
く 1 金ルーブリと定められた19。 
    
価格引下げに関する諸法令は以下のようである。 
まず、1924 年 2 月 22 日の労働国防会議は諸商品の限界価格方式を定めた。それによると国内商業
























 3 月 1 日以降、綿製品価格の 14%引下げ（1923 年 11 月 26 日の国内商業委承認価格に対して）






















                                                  
1  「卸商業では国家調節はすでに改革に着手する以前に十分強固な地歩を築いていた」
（Ekonomicheskaia zhizn’、23 March 1924）。 
「集中化された経済部門では我々はかなり行政的なやり方で、経済を計画化、調節しうる」（A. 
カクティニ）（Ekonomicheskaia zhizn’、2 July 1924）。 
2 例えば、G．Ia．ソコリニコフはこの「私的市場への統制力強化を改革の１つの目的である」として
いる（Ekonomicheskaia zhizn’、6 May 1924） 
3 但し、N.D.コンドラチェフなどの論者は、公定価格は一時的意義しかもたず、基本的には通貨政策や
利子によって調節すべきである、という（Ekonomicheskaia zhizn’、16 March 1924）。 
自由市場経済ならば、そうかもしれないが、ネップ期の状況では、そうした市場誘導的政策はほとんど
実効性をもたなかった。 
4  Ekonomicheskaia zhizn’、1  March  1924：Torgovo-promyshlennaia gazeta,25  February 








7  以上、G.Ia.Sokol’nikov（1925） ,pp.173-6.cf.Ekonomicheskaia zhizn’、12 January 1924：




9  Sobranie uzakonenii,1924, № ,32,St.288 ： Denezhnaia reforma.Materialy dlia agitatorov i 
propagandistov,L.,1924,pp.52‐3：Ekonomicheskaia zhizn’,6 February 1924． 
10  Torgovo-promyshlennaia gazeta,10  February  1924 ：Ekonomicheskoe Obozrenie,1924, №
6,p.19：Vestnik Sotsialisticheskoi Akademii,1925,№10,p.170：Iurovskii, L.N. （1928）,p.293． 
11  Sobranie uzakonenii,1924,№ 32,St.290；St.328． cf. Denezhnaia reforma （ 1924 ） ,pp.53 ‐ 4 ：
Bol’shevik,1924,№1,p.41：Ekonomicheskaia zhizn’,24 January 1924． 
発行が慎重であったのは、流通必要量の確定が困難であったこと（Bol’shevik,1924,№1,p.40）、及び単
なるデノミと混同されぬためであった（Iurovskii, L.N. （1928）,p.291）。 
12 Sobranie uzakonenii,1924,№34、St.325：Denezhnaia reforma（1924）,pp.55‐8：Ekonomicheskaia 
zhizn’,21 February 1924：Torgovo-promyshlennaia gazeta,23 February 1924． 
13 Ekonomicheskaia zhizn’、24 February 1924；7 March 1924． 
14 Sobranie uzakonenii,1924,№34、St.308：Denezhnaia reforma（1924）,pp.54‐5：Ekonomicheskaia 
zhizn’,14 February 1924． 
15 Denezhnaia reforma（1924）,p.59：Ekonomicheskaia zhizn’,9 March 1924． 
16 Ekonomicheskaia zhizn’,18 March 1924；Ekonomicheskaia zhizn’,23 March 1924．なおシベリ
ア北部や外国人保有者には更に期限を延長した（Ekonomicheskaia zhizn’,1 June 1924：Narodnoe 
khoziaistvo S.S.S.R. v 1923‐24 g.,M.,1925,p.327）。 
17 Sobranie uzakonenii,1924,№35、St.341． 
18 Sobranie uzakonenii,1924,№35、St.340． 
19
 Sobranie uzakonenii,1924, № 43 、 St.390 ． cf.Denezhnaia reforma. （ 1924 ） ,pp.60 ‐ 62 ：
Ekonomicheskaia zhizn’,1  March  1924 ； 2  March  1924 ： Torgovo-promyshlennaia gazeta, 1 
March 1924．  
20
 Sobranie uzakonenii,1924,№35、St. 332． 
21  Sobranie uzakonenii,1924, № 35 、 St.338 ； St.339 ： Denezhnaia reforma （ 1924 ） ,pp.62 ‐ 5 ：




                                                                                                                                                                    
り、価格掲示はこれら品目につき全ての商企業に義務的である。それより高く売る場合は営業停止処分
とする。 
22  以上、Ekonomicheskaia zhizn’,1924、Torgovo-promyshlennaia gazeta,1924 各号：Narodnoe 
khoziaistvo S.S.S.R. v 1923‐24 g.,M.,1925,pp.144‐6． 
23 以上、G.Ia.Sokol’nikov（1925）,pp.173‐4：Iurovskii, L.N. （1928）,pp.292‐300：Denezhnaia 
reforma（1924）,p.58：Ekonomicheskaia zhizn’,2 March 1924：Sobranie uzakonenii,1924,№37、
St.348．なお、財政赤字補填のための国庫券発行は 1924 年 7 月 1 日より事実上禁止され、同年 10 月
29 日の法律で正式に禁止された（Sobranie zakonov i rasporiazhenii S.S.S.R.,1924,№20,St.193：





















































 第２回発行分（50 百万ルーブリ）については財務人民委員部が約 15 百万ルーブリを自己の出納
部に発送して、ソフズナークとの交換に用い、約 10 百万ルーブリはゴスバンクに外貨と引き換え





。 国庫券に次いで 2 月
中に銀貨、小額券が発行された（旬間の発行額と月初流通高は表Ⅲ－１，２）。   














































国庫券 銀貨 小額券 銅貨 運輸証券 
1 月 
上旬 4,785 13,514         132 
中旬 8,014 4,168         1,603 
下旬 9,725 11,360         1,123 
２月 
上旬 7,468 10,225 5,950       4,216 
中旬 11,301 19,162 8,500 3,551     2,507 
下旬 8,501   5,159 261 210   56 
３月 
上旬 5,289 ▲ 12,776 16,984 1,391 714   273 
中旬 ▲ 3,049 ▲ 383 8,211 639 575   1,780 
下旬 5,312 ▲ 362 9,797 4,120 1,645   970 
４月 
上旬 16,857 ▲ 193 7,878 240 2,430   1,364 
中旬 ▲ 6,100 ▲ 198 14,282 1,458 2,985   ▲ 705 
下旬 ▲ 3,828 ▲ 166 8,468 1,058 2,083   ▲ 354 
5 月 
上旬 ▲ 7,853 ▲ 312 16,737 1,109 2,450   ▲ 91 
中旬 ▲ 3,153 ▲ 1,007 9,530 1,100 1,047   ▲ 69 
下旬 ▲ 3,824 ▲ 3,664 12,602 1,722 1,564   ▲ 409 
６月 
上旬 3,354 ▲ 1,175 6,650 1,023 1,091   0 
中旬 11,367 ▲ 2,385 6,914 1,936 794   ▲ 1,608 
下旬 ▲ 2,685 ▲ 235 5,896 1,401 759 0.1 ▲ 15,826 
（千チェルヴォネッツ・ルーブリ） 
注記：マイナスは回収額。ソフズナークの数値は見込。2 月のソフズナーク発行高は Vestnik finansov によると
30,257 千ルーブリ。 

















1 月 1 日 237,158.0         58,052.0 9,575.6 60,368.8 365,155.3 
2 月 1 日 259,683.3         39,132.6 12,434.3 73,506.6 384,756.8 
3 月 1 日 286,953.5 19,609.3 3,812.0   210.0 27,360.0 19,212.8 83,233.5 440,591.1 
4 月 1 日 294,506.1 54,601.7 9,964.9   3,143.3 14,292.4 20,749.5 76,251.7 473,509.6 
5 月 1 日 301,435.7 85,229.3 12,720.8   10,642.1 13,735.1 21,054.2 50,054.3 494,871.5 
6 月 1 日 286,605.3 124,098.1 16,650.1   15,703.8 *9821.5 20,485.3 44,426.4 512,905.9 
7 月 1 日 298,641.6 143,558.3 21,009.0 0.1 18,352.8   3,051.5 39,370.0 528,943.0 
（千チェルヴォネッツ・ルーブリ） 
*ソフズナークと交換に交付された国庫ヴァリュータ。 
     







































































では 4 月上旬でも農村はまだソフズナークの時期の心理が消えてはいない。カザンでは 3 月中旬に
は農民が国庫券を受け入れるようになったが、それでもこれまでの牛乳 1 チェトヴェルチに対し
100 億ルーブリのソフズナークを支払う、という習慣のために『千』、『10 億』といった特殊な言



































月 15 日のソフズナーク発行停止と 3 月 10 日の相場固定後、ソフズナークは流通界で不足するよう
になり、公定相場よりも高く評価されることすら生じた。これは安定通貨が充分に供給されなかっ
た地方で殊に顕著であった。 




























































ポンドのモスクワ・フォンド部相場は 2 月下旬の 9 ルーブリ 99 コペイカ（チェルヴォネッツ評価）
から、4 月上旬には 8 ルーブリ 36 コペイカまで下落し、以後 8 ルーブリ 30 コペイカ～80 コペイ
カの水準で推移した。ドルも同じ期間に 2 ルーブリ 16 コペイカから 1 ルーブリ 98 コペイカまで
低下し、以後、ほぼ平価に近い水準で推移した。自由市場相場も同様の傾向である。レニングラー
ドでは同期間にポンドは 9 ルーブリ 37 コペイカから 8 ルーブリ 21 コペイカに、ドルは 2 ルーブ








































































































































































































イカを受け取るために 2～3 時間も立ち通している。 
タシケントでは多くの売店があらかじめ買手がどんな貨幣をもっているかを訊き、「換えねばな





日から 4 月 1 日までの 15 の地方都市の日平均相場でこの逆打歩は 4～10%となった。一部都市で


























































































































り、これは人為的な小額通貨デフレであった。流通貨幣の構成をみてみると、1913 年には 10 ルー
ブリ以上の通貨とそれ未満の通貨の比率はほぼ 60：40 であったが、1924 年初頭から 3 月初めにか






































1913年 4.8 ― 1.5 3.5 9.6 20.8 22.7 12.1 0.7 20.3 4 
1924年 1月1日 2.5 2.6 ― 7.9 6.1 3.1 23.8 14.6 15.6 19.9 3.8 
 2月1日 1.9 ― 3.6 7.1 ― 4 26.3 18.3 15.4 20 3.4 
 3月1日 3.5 1.9 3.4 0.1 1 9.8 26.2 18.7 13.7 18.6 3.1 
 4月1日 4.4 1.1 1.4 1 4.2 13.8 25 17.6 11.6 16.4 3.5 
 5月1日 4.7 0.9 2.6 2.2 5.7 16.1 26.2 15.7 9.8 13.2 2.9 
 6月1日 3.9 ― 2.9 4.5 8 18.9 24.5 14 8 11.7 3.6 



































 4 月半ばまでに各出納部に引渡された小額安定通貨は約 112 百万ルーブリに達した（うち国庫券
85 百万ルーブリ、小額券 13 百万ルーブリ、銀貨 14 百万ルーブリ。但し、全てが流通に投じられ
たわけではない）。これらの地域別配分は中央（モスクワ）約 48.9 百万ルーブリ、ウクライナ 13.2
百万ルーブリ、ザカフカース 1.4 百万ルーブリ、シベリア 2.6 百万ルーブリ、トルケスタン 2.8 百
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万ルーブリ、東南地方 5.7 百万ルーブリ、北西部 8.5 百万ルーブリ、ウラル 2.6 百万ルーブリ、白



















































































1923 年 1924 年 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 
１．金属 -0.9 2.6 -2.6 -2.2 -9.4 -4.9 -3.4 0.0 
２．電機 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
３．化学 -3.3 -2.4 -1.1 -4.2 -0.3 -15.2 -1.7 0.0 
  a)基礎化学 0.0 0.0 -8.2 0.0 0.0 0.0 -11.7 0.0 
  b)ゴム 0.0 0.0 0.0 -7.5 0.0 -27.3 0.0 0.0 
  c)大衆消費財 -10.7 -7.7 0.0 -0.6 -1.0 -1.7 0.0 0.0 
  d)染料 0.0 0.0 0.0 -2.5 0.0 -12.5 -5.0 0.0 
４．繊維 -18.6 -0.1 0.05 0.0 -13.0 -0.4 0.0 0.0 
  a)綿 -18.0 0.0 0.0 0.0 -13.0 0.0 0.0 0.0 
  b)羊毛 -22.6 0.0 0.0 0.0 -19.4 -2.5 0.0 0.0 
  c)亜麻 -17.4 0.0 0.0 0.0 -3.5 0.0 0.0 0.0 
  d)大麻 0.0 -9.8 4.2 0.0 0.0 8.4 0.0 -3.4 
５．皮革 -10.6 -5.2 0.0 -0.4 -4.5 -2.9 0.0 -2.1 
６．燃料 2.4 -2.4 -3.0 -2.7 -4.0 -2.4 -3.0 0.0 
７．石油 0.0 0.0 0.0 -10.1 0.0 -1.7 -2.5 0.0 
８．木材 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -5.7 
９．土石・建設資材 -3.7 -7.2 -2.6 -12.2 8.0 -8.4 0.0 -0.7 
１０．紙 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -21.3 0.0 0.0 
１１．食品 -14.2 -10.7 -4.2 3.2 2.2 -2.1 -2.0 -2.5 
工業全体 -8.5 -2.4 -1.7 -0.7 -5.5 -3.3 -1.4 -0.8 
注記：チェルヴォネッツ・ルーブリ価格により計算。 














トラスト名 製品 第 1 四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期 
アゼルバイジャン石油トラスト 石油 100 98 92 ― 
グローズヌイ石油トラスト 石油 100 100 106 ― 
バフムート塩トラスト 塩 100 106.8 65.2 58.9 
ペルミ塩トラスト 塩１） 100 71 62.4 58.9 
南部鉄鋼トラスト・ユーゾフ工場 製鋼用鋳鉄２） 100 102 86 74 
プレスネン綿トラスト 綿製品（1 メーター） 
平均 
100 99 79 82 
（＋3.8） （－2.9） （＋14.02） （＋7.4） 
モスクワ綿トラスト 綿製品（1 メーター） 
平均 
100 109 96 99 





100 108 104 104 
（＋13.3） （＋1.1） （＋2.0） （－1.6） 
トヴェル綿トラスト 綿製品（1 メーター） 
平均 
100 100 86 82 





100 78 69 67 





100 105 102 94 





100 112 104 118 
（＋32.09） （＋2.4） （＋1.9） （－2.0） 
第１亜麻本部 紡糸№8(1 プード)３） 100 118 107 ― 
モスクワ羅紗トラスト 薄物羅紗（1 メータ
ー） 
100 93 83 80 
（＋46.1） （＋13.5） （＋19.0） （＋6.2） 
カムヴォリトラスト 羅紗製品（1 メータ
ー） 
100 83 76 76 
（＋25.3） （＋11.38） （＋21.6） （－9.0） 
タムヴォフ羅紗トラスト 羅紗製品（1 メータ
ー） 
100 102 88 90 
（＋11） （＋6） （＋7） （－2） 
皮革トラスト（平均） 靴底革４） 100 107 99 97 
マリツェフ工場 セメント（1 樽） 100 98 86 81 
（＋26） （＋10） （＋4） （＋22） 
ブイタシェフ工場 窓ガラス（1 箱）５） 100 114 113 ― 
北西州マッチトラスト マッチ（1 箱）６） 100 109 98 88 
中央紙トラスト 紙 100 105 94 91 
モスクワ基礎化学トラスト 硫酸（1 プード）７） 100 96 96 ― 
（＋31） （＋36） （＋7） ― 
注記：第 1 四半期＝100 とする。 （  ）内は販売価格との差（％） 
１）Ⅰ期は 10 月、Ⅱ期は 2 月、Ⅲ期は 6 月、Ⅳ期は 8 月の数字。    
２）Ⅰ期は 10 月、Ⅱ期は 1 月、Ⅲ期は 6 月、Ⅳ期は 9 月の数字。    
３）コストが上昇したのは原料価格の高騰が大きい。     
４）Ⅰ期は 10 月、Ⅱ期は 1 月、Ⅲ期は 4 月、Ⅳ期は 7 月の数字。    
５）コスト上昇は主に稼働率の低下による。     
６）消費税含まず。      
７）4 工場の単純平均。Ⅲ期は 4 月の数字。     
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郡部で 12%、農村で 20%引下げることを命じた。キエフでも県執行委が同様にキエフ市で 4%、郡
部で 5%、農村で 8%の価格引下げを命じた。県商業委も価格引下げカンパニアを行い、協同組合が
価格を引き下げ、市場に影響を与えた。イヴァノヴォ‐ヴォズネセンスクでは地方当局が減価保険
割増除去による価格引下げ率を県都で 8%、郡部で 10%、農村で 12%と定めた。また限界諸掛りを

























































中央における穀物市場の調節は次のように行われた。2 月末、物価対策全権委員は 3 月 1 日から
の穀物価格引下げを前にして、消費地、ことにモスクワへの穀物輸送強化の多くの命令を出した。
これによりモスクワやレニングラード地域への穀物輸送量は 4 百万プードを超えた。これは通常の
計画とは別に専ら市場調節に用いられた。モスクワには 3 月上旬の 5 日間にモスクワ線経由で 550
台以上の穀物貨車が到着した（これはモスクワ市民のほぼ 2 週間分の消費量に相当する）。この他





































































モスクワ自由市場における小売価格の動向をみてみると、2 月 27 日から 4 月 10 日までに、協同
組合の小売価格が平均 19%下落したのに対し、規制品 14 品目のうち 11 品目は平均 17.8%下落し





















にライ麦価格は公定価格が 1 プード＝1 ルーブリ 15 コ


























1924年 規制商品 非規制商品 
3月 -9.1 7.0 
4月 -2.0 13.0 
5月 -3.0 -0.3 


































*ゴスプラン及び中央統計局の卸物価指数。1913＝100    
出所：Vnutrenniaia torgovlia Soiuza SSR za Ⅹ let,M.,1928.pp.97-8:Narodnoe  khoziaistvo 






























































































































































































































































































































































































































































10%近くの損失となった。1923 年 11 月の家計調査（総数 89、うちモスクワの労働者家計 46、ニ




















た。1923 年 11 月からの鉱業労組ドネツ県支部とドネツ国営石炭トラストとの賃金協定は賃金のチ
ェルヴォネッツ計算移行の最初のケースであった。それは極めて慎重に行われ、協定期限も短く、



























2 月分の賃金支払いについては工業側が運輸人民委員部から 2 月出荷分の石炭に対する代金を受
け取れなかったために遅配の惧れが生じた。鉱業労組中央委・幹部会は経済機関との合意の上に、
傘下組織に対し、2 月分の賃金及び物価上昇についての加算分の支払いの確保を指示した。また同


































































１０月 12.18 14.35   
１１月 13.69 17.39   
１２月 14.83 19.22   
1923年 
１月 15.32 19.14   
２月 15.89 20.03   
３月 18.42 22.63   
４月 15.96 18.35   
５月 16.36 20.96   
６月 17.05 21.47   
７月 16.75 21.01   
８月 16.67 20.10   
９月 17.44 26.14   
１０月 19.64 25.95   
１１月 19.73 24.32   
１２月 18.62 24.81   
1924年 
１月 20.19 27.70 34.40 54.06 
２月 20.50 26.52 37.28 56.29 
３月 20.48 25.49 36.93 56.94 
４月 19.58 25.48 35.11 58.06 
５月 21.20 26.56 37.14 57.89 
６月 20.67 27.66 36.84 62.85 
７月 21.84 28.77 40.31 62.85 
８月 21.85 26.90 39.45 56.40 
注記：１）実質賃金はモスクワ生計費ルーブリ（モスクワ消費者物価指数により計算）。 
２）名目賃金はチェルヴォネッツ・ルーブリ。   
出所：Ekonomicheskii biulleten' kon''iunkturnovo instituta，1924，№9-10，pp.12‐3：Narodnoe 











全体としては 2 月後半の賃金総額のうち未精算は 5%であった117。賃金水準の目立った低下はな
かった。 
１９２３／２４年度の国営工業労働者の実質賃金水準は第１四半期に戦前の 60.2%であったの
が、第 2 四半期及び第 3 四半期に 61.1％、第 4 四半期に 68.5%に上昇した118。［表Ⅲ－７］ 
 4 月中旬の全ソ労働組合中央評議会の全労組への通達によると、相場差損の解消及びデフレーシ




























































農業税 176.5 12.1 231.0 10.0 326.2 10.7 
社会化経済の利潤税 
59.2 4.1 113.1 4.9 
92.8 3.1 
私的セクターの利潤税 64.5 2.1 
社会化経済の所得税 
12.7 0.9 
7.9 0.3 33.0 1.1 
個人所得税 56.8 2.5 61.3 2.0 
消費税 103.5 7.1 240.7 10.4 507.8 16.9 
関税 66.7 4.6 67.4 2.9 101.9 3.4 
その他税収 56.0 3.9 68.6 3.0 140.2 4.7 
税収計 474.6 32.5 785.5 34.0 1327.7 44.2 
運輸及び郵政事業の収入 392.6 26.9 746.4 32.3 1,073.9 35.8 
国債費用（国債収入によるカヴァー分） 4.2 0.3 71.8 3.1 66.2 2.2 
非税収入 
利潤から国庫への控除 11.4 0.8 48.9 2.1 123.1 4.1 
国有資産（木材、鉱石な
ど） 
31.3 2.1 64.6 2.8 126.4 4.2 
その他非税収入 28.4 1.9 179.3 7.7 152.5 5.1 
非税収入計 71.1 4.8 292.8 12.6 402.0 13.4 
国債（ネットの収入） 77.7 5.3 111.7 4.8 64.3 2.1 
その他収入 45.7 3.1 183.1 7.9 68.1 2.3 
通貨発行 394.1 27.0 126.3 5.4 **― ― 
歳入総額 1,460.0 100.0 2,317.6 100.0 3,002.2 100.0 
    歳出 














工業 121.0 8.3 143.2 6.2 150.9 5.1 
電化 23.3 1.6 50.8 2.2 51.7 1.8 
農業 50.6 3.5 58.3 2.5 171.4 5.8 
運輸及び郵政事業（ネット
の費用） 
142.9 9.8 68.5 3.0 ***0.0 0.0 
商業及び協同組合 *8.8 0.6 35.2 1.5 16.0 0.5 
公営事業及び住宅 0.2 0.0 2.2 0.1 48.0 1.6 
その他国民経済費 44.0 3.0 47.3 2.0 117.6 4.0 
国民経済費計 382.0 26.8 405.5 17.5 555.6 18.7 
社会及び文化
費 
教育 ― ― 113.6 4.9 153.9 5.2 
保健 ― ― 13.9 0.6 24.1 0.8 
その他社会及び文化費 ― ― 5.6 0.3 20.7 0.7 
社会及び文化費計 83.0 5.7 133.1    
国防費 230.9 15.8 402.3 17.3 443.8 14.9 
行政費 230.3 15.8 245.2 10.6 242.7 8.2 










 利子については預金利子が 4 月 1 日より年率 4%から 6～8%に引上げられ、貸付利子（ゴスバン
運輸及び郵便の支出（自己収入によるカ
ヴァー分） 
392.6 26.9 746.4 32.3 1,073.9 36.2 
国債費用 4.2 0.3 71.8 3.1 66.2 2.2 
その他支出（社会保険など） 50.2 3.4 180.3 7.8 123.3 4.2 
歳出総額 1451.2 100.0 2,317.6 100.0 2,969.5 100.0 
財政黒字 ― ― ― ― 32.7  
注記：１）その他税収は印紙税など。       
２）国債費用は歳入・歳出双方に計上。 
３）商業及び協同組合の支出項目は食品工業を含む。      
*協同組合は除く。       
**１９２４／２５年度以降では通貨発行は財政には示されない。     
***この年度には運輸・郵政事業は14.1百万ルーブリの黒字。     




 １９２２／２３年度 １９２３／２４年度 
百万ルーブリ 構成比率（％） 百万ルーブリ 構成比率（％） 
国家資産実現 11.1 1.9 30.7 4.9 
外貨実現 ― ― 26.3 ― 
長期債  
第１プレミアム付債 44.8 7.6 51.7 8.2 
第２プレミアム付債 ― ― 31.3 5.0 
8%保証債 ― ― 25.7 4.0 
農民債 ― ― 39.4 6.3 
長期債計 44.8 7.6 148.1 23.5 
通貨発行 419.3 71.6 196.0 31.2 
支払証書 71.6 12.2 186.8 29.6 
短期債  
第１穀物債 1.2 0.2 ― ― 
第２穀物債 38.2 6.5 7.0 1.1 
砂糖債 ― ― 10.9 1.7 
鉄道証券sertifikaty ― ― 23.7 3.8 
短期債計 39.4 6.7 41.6 6.6 
総額 586.5 100 629.7 100 




















の段階で流出が始まり、3 月前半まで続いた。3 月中に当座勘定の最も流動的部分は 7%減少した。
地方支店では流出は 3 月初めより始まり、3 月中に当座勘定残高は 15.8%減った。工業銀行本店で
は預金、当座勘定は 2 月中に 9%減り、3 月中にも 9%減った。地方支店では減少は見られなかった。
全露協同組合銀行本店では 2 月中に 8%、3 月中に 6%減った。モスクワ市立銀行は 2 月中に 7%、





























からさほど厳しい方針は採らず、3 月後半にはその貸方は 3 月前半より 77%もの伸びをみせた。 
ただ全露協同組合銀行はかなり厳しい方針で臨み、通貨改革後しばらくして、極めて困難な状況
にある場合を除き、貸付を停止した。これはどの協同組合が改革を乗り切れるか、予測できなかっ
たためである。殊に 3 月前半は貸方の減少が著しい。回復は 5 月になってからであった133。 







































９月 14.09 10.51 8.53 46.50 28.11 1.04 0.67 1.71 
１０月 6.87 7.31 6.44 24.36 13.08 0.52 0.51 1.04 
１１月 4.82 4.64 7.32 19.75 10.23 0.60 0.74 1.35 
１２月 11.04 4.37 15.27 30.75 14.92 1.17 1.57 2.78 
１９２３年 
１月 10.97 6.17 17.97 35.21 19.18 3.54 3.81 7.53 
２月 11.04 14.53 22.13 48.75 21.01 7.65 7.51 16.55 
３月 12.69 24.59 32.80 74.20 23.98 13.46 11.48 27.87 
４月 17.09 30.15 37.32 91.62 57.01 17.50 14.42 36.24 
５月 25.80 41.85 45.24 119.98 64.06 23.06 18.83 46.84 
６月 35.63 62.79 57.60 170.49 65.78 33.56 20.92 62.52 
７月 44.18 83.24 67.15 212.11 87.33 43.81 24.24 78.19 
８月 59.72 98.07 88.35 264.35 101.05 56.81 27.81 94.85 
９月 56.84 103.27 100.70 282.40 107.92 67.51 33.37 111.32 
１０月 68.08 107.88 101.60 304.71 108.25 72.64 32.31 117.73 
１１月 49.63 112.10 94.00 294.26 113.04 78.96 34.09 126.63 






総額 通貨種類内訳 本店・支店の区別 
 内国貨 外貨 本店 支店 
１９２３年 
１０月 8,541.3 7,517.9 1,023.4 3,257.8 5,283.5 7,919.3 
１１月 8,752.5 7,601.6 1,150.9 3,246.9 5,505.6 7,875.6 
１２月 10,932.7 9,114.7 1,818.0 4,085.1 6,847.6 8,783.3 
１９２４年 
１月 11,675.6 10,558.8 1,116.8 3,795.1 7,880.5 10,785.6 
２月 13,648.9 12,266.5 1,382.4 4,588.4 9,060.5 13,118.0 
３月 13,488.5 12,193.1 1,295.4 4,565.5 8,923.0 13,335.3 
４月 13,172.1 10,720.4 2,451.7 5,552.2 7,619.9 13,148.3 
５月 13,059.6 11,312.3 1,747.3 4,851.1 8,208.5 14,694.1 
６月 16,985.8 13,175.2 3,810.6 7,569.1 9,416.7 17,808.8 
７月 16,394.0 13,214.7 3,179.3 6,380.0 10,014.0 19,125.5 
８月 17,520.0 14,156.5 3,363.5 6,796.9 10,723.1 21,287.2 
９月 17,140.2 14,057.3 3,082.9 6,344.7 10,795.5 22,874.7 
（千チェルヴォネッツ） 
注記：１）ゴスバンクの財務人民委員部預金は除く。   
２）その他信用機関には農業信用組合や農業銀行は含まない。  






１月 59.61 125.80 94.33 333.28 114.22 99.54 50.25 165.24 
２月 63.30 143.30 94.80 357.85 111.95 111.52 58.87 184.93 
３月 68.37 152.20 102.60 375.39 122.61 109.75 60.02 184.66 
４月 70.54 171.10 103.40 395.58 128.08 126.07 62.56 203.57 
５月 84.41 182.82 121.87 426.90 134.94 150.19 61.19 227.73 
６月 96.45 204.35 144.17 470.37 126.40 166.95 68.12 251.84 
７月 97.67 218.63 133.44 465.78 142.59 188.76 70.08 277.96 
８月 116.15 244.10 115.16 491.10 147.50 207.39 72.40 297.57 










 国営工業 モスクワ商品取引所取引 
信用取引 
比率 
現金比率 信用比率 混成比率 
１９２３年 
１０月 41.0 43.8 25.4 30.8 
１１月 47.2 38.4 24.6 37.0 
１２月 50.7 35.6 25.0 39.4 
１９２４年 
１月 53.2 31.5 29.4 39.1 
２月 60.8 24.9 43.0 32.1 
３月 59.2 29.5 34.2 36.3 
４月 59.5 35.5 33.1 31.4 
５月 66.4 27.6 40.6 31.8 
６月 59.8 29.2 37.0 33.8 
７月 60.6 35.2 36.6 28.2 
８月 60.7 29.8 31.3 38.9 
９月 67.4    
注記：国営工業の取引は150生産合同と12シンジケートのデータ。 
出所：Promyshlennost' SSSR v 1924 godu ,M.,1925,ch．Ⅰ，ｐ．LXXⅠX：









通貨改革の最終段階である 3 月には大きく落ち込む。6 月までは低迷するが、以後、上向きに転ず
る。とりわけ繊維取引高は 2 月の約 106 百万ルーブリ（取引所取引と取引所外で取引され取引所に
132 
 
登録されたものの合計）から、3 月には 57 百万ルーブリ、4 月には 50 百万ルーブリに急落した。






























地方の商業の状況は地方通信員の報告から窺うことができる（主に小売商業）。2 月末から 3 月
末にかけては、中央とほぼ同様の理由で、全般的に商業不振であったが、4 月には好転した140。各
地の 36 の通信員報告のうち活況の報告のあるのは 3 月 2 日には 9 地点（25％）、3 月 21 日には
４地点（11％）に過ぎなかったが、4 月 1 日には 49 報告のうち活況を知らせるのは 23（47％）、




































































































出所：Vnutrenniaia torgovlia S.S.S.R. v 1922/23 i 1923/24 operatsionnykh godakh,M.,1924,pp.10-11：





























第 1 四半期 64.1 46.4 59.4 15.9 29.2 30.6 25 8.3 
第 2 四半期 92.7 66.0 73.9 23.1 30.2 34.4 22.3 7.4 
第 3 四半期 50.8 57.0 52.4 24.0 21.7 27.0 21.1 8.7 
第 4 四半期 39.1 48.4 37.6 24.0 20.9 34.1 18.5 4.8 
１９２４／
２５年度 
第 1 四半期 31.2 55.8 32.3 25.0 22.8 37.8 ― ― 












































































































































10月 62.2 2.8 5.9 9.9 58.1 1.5 5.2 16.1 8.2 9.6 
11月 78.5 3.1 4.2 10.4 63.1 3.1 6.0 24.1 7.4 9.4 
12月 111.0 2.6 5.3 8.9 86.6 6.0 11.2 24.0 9.5 11.0 
1924
年 
1月 121.0 3.0 4.5 9.8 83.9 4.7 16.9 32.7 6.8 11.8 
2月 156.9 2.8 4.5 13.5 106.6 6.3 25.2 39.5 9.9 13.6 
3月 107.5 1.7 3.9 6.9 75.1 5.2 19.1 20.5 12.8 16.4 
4月 104.4 3.1 3.4 7.6 71.2 6.0 22.0 19.3 11.5 23.5 
5月 106.7 3.5 3.4 7.7 80.8 2.2 19.5 18.4 9.8 20.3 
6月 95.3 2.2 3.6 6.4 71.3 1.8 21.1 13.1 7.9 22.2 
7月 130.2 3.0 5.6 6.6 100.0 3.6 29.2 13.0 10.6 25.0 
8月 103.4 1.8 4.9 6.4 72.2 2.6 29.2 12.4 9.9 24.9 
9月 185.2 3.6 8.8 7.9 131.4 2.0 58.1 15.1 14.1 25.9 
（百万チェルヴォネッツ・ルーブリ） 
出所：Sotsialisticheskoe khoziaistvo,1923, 1924各号：Vnutrenniaia torgovlia S.S.S.R. v 1922/23 i 




































































出所：Ekonomicheskii biulleten' kon''iunkturnovo instituta,1923,№11‐12，p.9；1924、№9‐10、
pp.12‐3；1925、№11‐12、p.13：Voprosy Truda、1924、№12、p.27：Russkaia promyshlennost' v 
1923 godu ,Ezhegodnik V.S.N.Kh.,M.,1924,ch．Ⅰ、p.33：Promyshlennost' SSSR v 1924 
godu ,M.,1925,ch．Ⅰ、Prilozhenie,pp.8‐11：Promyshlennost' SSSR v 1925 godu ,M.,1926,ch．Ⅰ，












































金額を 1 人当り年間工業製造高で除して計算）161、1924／25 年度には 22.23％となった（うち貨






























1913 年 8.45 100 114 100 100 
1922／
23 年度 
第 1 四半期 3.29 38.93 59.6 52.3 
48.5 
第 2 四半期 3.48 41.18 72.9 63.9 
第 3 四半期 3.52 41.66 76.6 67.2 
第 4 四半期 3.61 42.72 74.9 65.7 
1923／
24 年度 
第 1 四半期 3.71 43.91 83.7 73.4 
65.9 
第 2 四半期 3.92 46.39 91.0 79.8 
第 3 四半期 4.25 50.30 92.9 81.5 
第 4 四半期 4.37 51.72 98.3 86.2 
1924／
25 年度 
第 1 四半期 4.95 58.58 100.5 88.2 
79.1 
第 2 四半期 5.78 68.40 97.8 85.8 
第 3 四半期 6.03 71.36 98.9 86.8 
第 4 四半期 5.81 68.76 119.6 104.9 
注記：賃金はモスクワ生計費ルーブリ計算。実質賃金には現物給付を含む。 
出 所 ： Gukhman,B.A.,Proizvoditel'nost’ truda i zarabotnaia plata v promyshlennosti 
SSSR,M.,1925,p.175：Narodnoe khoziaistvo S.S.S.R. v 1923－24 g.,M.,1925、pp.116,118：Promyshlennost’ 
SSSR v 1924 godu ,M.,1925,ch.Ⅰ，pp.XXXⅠ-XXXⅠX：Promyshlennost’ SSSR v 1925 godu ,M.,1926,ch.





















































































木材 30 54 33 31 ワゴン 
潤滑剤・照明材 444 900 422 359 プード 
鉄材など 1,966 2,563 1,046 979  
爆薬 31 65 35 30  
ロープ 110 ― 52 50  




掘削用鋼材 20  27 12 プード 
シャベル 30  72 50 本 
ダイナマイト 50  56 52 プード 
起爆管 3,000  3,266 3,340 アルシン 
雷管 1,500  1,758 1,502 本 
燃料 1.5％  1.8％ 1.7％ 
鉱石重量に対する
比率。 






1.70 1.7817 1.6690 1.6309 
プード 
溶剤 0.56 0.6256 0.6311 0.6154 
コークス 1.14 1.3408 1.2668 1.0395 
注記：鋳鉄は南部鉄鋼トラスト・旧ブリャンスク工場のデータ。 
*23年10月から24年2月までの数値。 
出所：Promyshlennost’ SSSR v 1924 godu ,M.,1925,ch.Ⅰ, p.CX:Promyshlennost’ SSSR v 1925 

















1913年 21.50 1.60 16.91  0.60 2.39  単位：ルーブリ 
1923/24年度 46.00 3.44 31.41  1.26 8.13   




1913年 27.55 3.40 21.60  0.40 1.80  単位：ルーブリ 
1923/24年度 69.12 6.65 48.48  1.30 12.23   




戦前 40.95 6.65 16.91 3.84 2.75 10.80  単位：ルーブリ 
1923年9月 77.79 9.18 31.13 5.20 4.31 27.97   




戦前 23.37 1.10 15.30 3.83 1.02 2.12  単位＝ルーブリ 
1923年7月 39.10 1.17 20.98 9.1 1.21 6.47   
1923/24年度 44.07 4.85 26.19 7.73 0.92 4.38  
加重平均原価 





戦前 43.50 2.40 13.00 3.3 2.60 22.20  単位＝ルーブリ。材料は半
製品含む。 1923年1月 76.70 3.30 13.00 6.2 10.60 43.60  




1913年 10.005 4.813  2.350  2.092 0.750 単位＝コペイカ。 
*23年5‐8月のデータ。 
商業及び財務費は除く。 
1922/23年度* 19.980 9.780  6.065 1.475 2.660 
1923/24年度 19.942 9.964  3.162 2.794 2.689 1.333 
1924/25年度 17.229 9.224  2.880 1.982 1.814 1.329 
石油（１プ
ード） 





1922/23年度 36.05 8.16  14.27 2.18 11.44 
1923/24年度 31.64 4.69  3.47 4.51 5.76 13.81 
1924/25年度 30.08 4.17  2.33 3.03 6.22 14.36 
鋳鉄（１プ
ード） 
1913年 45.53 1.29 14.98 2.91 23.33 2.11 0.91 単位＝コペイカ。 
南部鉄鋼トラスト・旧ブリャ
ンスク工場のデータ 
1923年10月 131.27 3.00 29.38 6.93 74.46   
1924年6月 106.47 3.56 26.59 4.79 58.32   




1913年 67.03 2.54 46.79 2.11 4.38 8.95 2.26 単位＝コペイカ。 
 1923/24年度前半 161.88  109.97    




1913年 92.95 17.36 77.68  1.49  単位＝コペイカ。労働コスト
は加工費。1923／24年度
は前半。*予算の数字。 
1923/24年度前半 265.52 43.43 218.56  7.39  




1913年 94.81 16.75 79.19  2.30  単位＝コペイカ。『１０月革
命』工場製。労働コストは
加工費。*予算の数字。 
1923/24年度前半 265.68 44.29 214.68  10.20  





1913年 262.0 55.0  49.0 63.0 95.0  単位＝コペイカ 
1923年1月 650.0 121.0  41.0 153.0 335.0  
1923/24年度 561.0 120.0  94.5 138.4 208.1  




1913年 2180.0 556.0 314.0 119.0 493.0 698.0  単位＝コペイカ。３大工場
のデータ。２３年はクルロフ
工場のみのデータ。 
1923年1月 4524.0 804.6 497.0 271.0 596.0 2355.0  
1923/24年度 5488.0 980.0 582.0 288.0 1017.0 2621.0  
1924/25年度 4787.0 894.0 523.0 250.0 863.0 2257.0  
マッチ 
（１箱） 
1913年 262.0 70.0 122.0 15.0 55.0  ３大トラストのデータの加重
平均。単位＝コペイカ。 1923/24年度 588.0 161.0 210.0 21.0 196.0  




1913年 209.0 10.0 115.0 7.0 10.0 67.0  単位＝コペイカ。消費税除
く。*報告データ。 
**国内商業委承認原価。 
1922年* 507.5 22.7 190.7 8.2 35.4 250.5  
1922年** 377.6 45.4 176.4 14.1 33.6 108.1  
1923/24年度 443.0 13.0 190.0 30.0 37.0 173.0  
1924/25年度 451.0 11.0 192.0 11.0 31.0 206.0  
マホルカ
（１箱） 
1913年 551.0 45.0 336.0 53.0 11.0 106.0  シンジケート加盟工業平
均。単位=コペイカ。 1923/24年度 1372.0 146.0 686.0 112.0 17.0 411.0  





出所：Russkaia promyshlennost' v 1923 godu ,Ezhegodnik V.S.N.Kh.,M.,1924,ch．Ⅰ,pp.99‐121: 
Promyshlennost' SSSR v 1924 godu ,M.,1925,ch．Ⅰ,pp.CⅡ‐CXXXⅧ：Promyshlennost' SSSR v 1925 








注記：戦前水準は 1920 年代半ばの実質物価水準を考慮し、1.8 の係数を乗じて表示。輸出の多い部門（石油,鉱
業など）、高騰した輸入原料に依存している部門（羊毛、非鉄、電機など）、消費税の高くなった部門（砂糖、塩、マ
ッチなど）は除く。それでも国営工業総生産高の 70％ほどはカヴァーしている。 
































































  1922年 1923年 1924年 
  1月 8月 11月 1月 4月 7月 4月21日 7月21日 9月21日 
ライ麦 
モスクワ 3.33 2.46 1.00 0.49 0.47 0.70 1.10 1.05 0.90 
ロンドン 1.05 1.09 1.04 1.19 1.29 1.00 0.90 1.05 1.01 
石炭 
モスクワ  0.28 0.15 0.15 0.17 0.18    
ロンドン  0.18 0.14 0.14 0.17 0.16    
表Ⅲ－１８－② 原料価格の国内外価格比較   
 
1913年 
1923年 1924年   
4月5日 9月15日 1月1日 4月21日 7月21日 9月21日   
亜麻 
モスクワ 5.00 3.36 4.73 8.70 11.25 10.67 10.80   
ロンドン 5.50 12.54 11.15 13.72 17.90 18.12 17.70   
大麻 
モスクワ 3.77 1.28 2.53 5.23 6.50 8.50 8.00   
ロンドン 4.50 4.03 4.51 5.14 5.30 5.81 6.89   
綿花 
モスクワ 15.00 12.46 24.80     
ロンドン 10.04 24.62 23.05    
洗浄メリノ種
羊毛 
モスクワ 42.86 25.54 108.5    
ロンドン 18.05 38.604 44.80    
皮革原料
（雄子牛） 
モスクワ 9.65 5.22 7.55 9.91 10,75 9.25    
ロンドン 10.45 11.07 11.34 9.05 9.89 10.00    
単位：プード当たり金ルーブリ表示価格        
注記：ライ麦価格の1924年のデータはサラトフとベルリンのそれ。大麻の1924年の国内価格はクルスクのそれ。 
出所：Narodnoe i gosudarstvennoe khoziaistvo k seredune 1922‐23 g., ,pp.493‐4.：Ekonomicheskii 
biulleten' kon''iunkturnovo instituta,1923,№9-10,p.17;1924,№1,p.13;№2、p.17；№8、p.12；№9‐10、p.20. 
 
 
                                                  
1 Ekonomicheskaia zhizn’,15 February 1924． 
2 Ekonomicheskaia zhizn’,15 March 1924：Torgovo-promyshlennaia gazeta, 15 March 1924. 
3 Ekonomicheskaia zhizn’,10 May 1924． 
4  モスクワやレニングラードについては Ekonomicheskaia zhizn’, 14 February 1924；27 
February 1924；28 February 1924；4 March 1924；7 March 1924；8 March 1924；11 March 
1924；21 March 1924． 
5 以上、Ekonomicheskaia zhizn’,1924：Torgovo-promyshlennaia gazeta,1924 各号。 
6 Ekonomicheskaia zhizn’, 14 February 1924；15 February 1924． 
7 Ekonomicheskaia zhizn’, 15 February 1924；28 February 1924． 
8 Ekonomicheskaia zhizn’,6 March 1924． 
9 Ekonomicheskaia zhizn’,4 March 1924． 
10 Ekonomicheskaia zhizn',1924：Torgovo-promyshlennaia gazeta,1924 各号の地方報告より。 
11  Vestnik Sotsialisticheskoi Akademii,1924 、 № 7,pp.140 ‐ 141 ： Ekonomicheskaia zhizn’,24 
February 1924. 
12 Ekonomicheskaia zhizn’、 29 March 1924. 
13 Ekonomicheskaia zhizn’、 2 March 1924. 
14 Ekonomicheskaia zhizn’、 4 March 1924. 
15 Torgovo-promyshlennaia gazeta、4 March 1924． 




                                                                                                                                                                    
18 Ekonomicheskaia zhizn’、20 March 1924． 
19 バフムートでは 4 月半ばになっても、なお地方農民は 10 億単位の計算に固執していた。取引の決済
で、銀貨、国庫券、小額券を受け取っても、直ちにソフズナークに換算し、その後にやっと少な過ぎな
いと納得するといった具合である（Ekonomicheskaia zhizn’、17 April 1924）。 
20 以上、Ekonomicheskaia zhizn’：Torgovo-promyshlennaia gazeta,1924 各号の地方報告より。 
21 Ekonomicheskaia zhizn’、20 March 1924． 
22  後の推定によれば、流通量のうち 40～ 50%は既に所有者自身により処分されていた
（Ekonomicheskaia zhizn’、11 May 1924）。 
23 Ekonomicheskaia zhizn’、12 March 1924；18 March 1924． 
但し、地方ではソフズナークへの交換は 3 月 10 日以前に始まっている。賃金の 90%は安定通貨により
支給すべき、という布告に従い、地方はこのヴァリュータをソフズナークと交換に交換フォンドから引
き出す許可を得たためである。 
 結局、5 月 1 日までに財務人民委員部における安定通貨との交換によって回収されたソフズナークは
約 2 百万金ルーブリであった（Torgovo-promyshlennaia gazeta、10 May 1924）。またゴスバンク
本店とモスクワ支店のカッサへのソフズナーク入金は 3 月 10 日より 5 月 31 日までに 305 千金ルーブ
リであり、これらは財務人民委員部に発送された。これは小口の所有者からの入金であり、多くの国家
機関は直接、ヴァリュータ管理局に引き渡した（Ekonomicheskaia zhizn’、11 May 1924）。 
 ウクライナでもソフズナークが 3.5 百万金ルーブリは流通していたが、5 月 10 日頃までに回収された
のは 156 千金ルーブリに過ぎなかった（Ekonomicheskaia zhizn’、11 May 1924）。 
 こうして流通ソフズナークの大部分は安定通貨と交換されることなく、消失した。 
24 モスクワ郊外の住民ですら、1924 年 2 月半ばまで、なおソフズナークで価格設定をしていた（Vestnik 
Sotsialisticheskoi Akademii、1924、№8、p.180）。 
25
以上、Ekonomicheskaia zhizn’：Torgovo-promyshlennaia gazeta,1924 各号の地方報告より。 
26 Sotsialisticheskoe khoziaistvo、1924、№3、p.74． 
27 Vestnik finansov、1924 №6、pp.18-27． 
28
以上、Ekonomicheskaia zhizn’：Torgovo-promyshlennaia gazeta,1924 各号の地方報告より。 
29
以上、Ekonomicheskaia zhizn’：Torgovo-promyshlennaia gazeta,1924 各号の地方報告より。 
 ハリコフでは 3 月初旬、10 ルーブリ金貨の相場は名目を 30%上回る程度に低落し、1 ルーブリ銀貨
は名目を 20%下回り、半ルーブリ銀貨に至っては名目を 40%も下回った。同じ頃、エカテリノスラフ、
ブラガヴェシェンスクなどでも金貨が 18 ルーブリから 13 ルーブリ 50 コペイカに急落した。 
 3 月中旬、ジトミールでは農民が街角で不安げに旧銀貨を使える所を訊いて回る、という光景が見ら
れた。投機者は無知を利用して買い叩いた。 
スモレンスク、ヴォログダ、ペンザでも闇取引所での金貨相場は 19 ルーブリから 10～12 ルーブリに、
1 ルーブリ銀貨は 90 コペイカから 60～70 コペイカに下落した。 
3 月下旬、トゥーラでは農民は旧銀貨をソビエト銀貨の半値で提供した。ダゲスタンでは闇市場に大
量の旧銀貨が現れ、以前はチェルヴォネッツ・ルーブリより幾分高い相場であった 1 ルーブリ銀貨が 90
コペイカに低落した。同様にウクライナでも 2 月には 15 金ルーブリ 50 コペイカの水準であった金貨が
ソフズナーク発行停止後、急落して 3 月初めに 13～14 ルーブリに、4 月初めには 10 ルーブリ 50～90
コペイカに下がった。オデッサでは金貨はチェルヴォネッツよりも低い相場となった。グルジアでは金
貨が 16 チェルヴォネッツ・ルーブリから 12 ルーブリ 50～75 コペイカに下落し、国境地域のヴィンニ





である（Ekonomicheskaia zhizn’、22 March 1924）。 
31 Vestnik finansov、1924、№3、pp.119‐122；№6、p.88． 
3 月下旬、ジトミールでは闇取引所でポンド相場は 8 ルーブリ 87 コペイカから 7 ルーブリ 50 コペイカ
に、ドル相場は 2 ルーブリ 5 コペイカから 1 ルーブリ 50 コペイカに下落した。4 月上旬、サラトフで
もドルの供給が多く、1 ルーブリ 60～70 コペイカの相場がついた。4 月中旬、ハリコフではポンドは 9
144 
 
                                                                                                                                                                    
ルーブリ 21 コペイカから 8 ルーブリ 44 コペイカに、ドルは 2 ルーブリ 17 コペイカから 1 ルーブリ 87
コペイカに下落した。ミンスクではそれぞれ 9 ルーブリ 34 コペイカから 7 ルーブリ 28 コペイカに、2
ルーブリ 25 コペイカから 1 ルーブリ 88 コペイカに、チフリスでは 9 ルーブリ 3 コペイカから 8 ルー
ブリ 5 コペイカに、2 ルーブリ 17 コペイカから 1 ルーブリ 82 コペイカに低下した、等々。 
32 Ekonomicheskaia zhizn’、11 March 1924；10 April 1924．モスクワでは軽微であった。 
33 Ekonomicheskaia zhizn’、26 March 1924；27 March 1924；28 March 1924. 
34 Ekonomicheskaia zhizn’、 4 March 1924；5 March 1924；8 March 1924；9 March 
1924. 
35 Torgovo-promyshlennaia gazeta、24 April 1924．記事中の図が状況をよく示す。 
36 Ekonomicheskaia zhizn’、 21 March 1924；23 March 1924；25 March 1924；26 March 
1924；28 March 1924. 
37 Vestnik finansov,1924,№4-5，p.10．cf. Vestnik finansov,1924,№4-5，p.98；1924,№6，p.85．ま
た別の資料では 15 の地方都市の相場で平均 8～10%であった（Narognoe Khoziaistvo S.S.S.R. v 
1923-24、p.331）。 
38 Torgovo-promyshlennaia gazeta、24 April 1924．但し、レニングラードについては依然、危機
が続いているという報告もある（Ekonomicheskaia zhizn’ 、6 April 1924；23 April 1924）。 
39 Ekonomicheskaia zhizn’、 2 April 1924；3 April 1924；4 April 1924；6 April 1924；
15 April 1924. 
40 Ekonomicheskaia zhizn’、 20 March 1924；21 March 1924；25 March 1924；26 March 
1924；1 April 1924；3 April 1924；4 April 1924；6 April 1924；10 April 1924；12 
April 1924. 
41 Ekonomicheskaia zhizn’、9 March 1924；15 April 1924. 
42 Ekonomicheskaia zhizn’、1 April 1924． 
43 Ekonomicheskaia zhizn’、 1 April 1924；9 April 1924；12 April 1924． 
44 Atlas,Z.V. （1940）,p.159． 
45 Ekonomicheskaia zhizn’、2 March 1924． 
46 Ekonomicheskaia zhizn’、28 March 1924． 
47 Ekonomicheskaia zhizn’、1 April 1924． 
48 Ekonomicheskaia zhizn’、26 March 1924． 
49 Ekonomicheskaia zhizn’、9 April 1924：Torgovo-promyshlennaia gazeta、20 April 1924． 
50 Ekonomicheskaia zhizn’、28 March 1924． 
51 Ekonomicheskaia zhizn’、4 April 1924． 
52 Ekonomicheskaia zhizn’、2 April 1924． 
53 Ekonomicheskaia zhizn’、4 April 1924． 
54 Ekonomicheskaia zhizn’、2 April 1924． 
55 Ekonomicheskaia zhizn’、4 April 1924． 
56 Ekonomicheskaia zhizn’、13 April 1924．オムスクでは店舗、食堂などが釣銭として受取証を出
すことがあった（Ekonomicheskaia zhizn’、23 March 1924）。 
57 Ekonomicheskaia zhizn’、17 April 1924． 
58 Ekonomicheskaia zhizn’、23 March 1924. 
59 Ekonomicheskaia zhizn’、13 April 1924. 
60 Ekonomicheskaia zhizn’、28 March 1924. 
61 Ekonomicheskaia zhizn’、12 March 1924. 




（Ekonomicheskaia zhizn’、 25  March  1924． cf.Narodnoe khoziaistvo S.S.S.R. v 1923-24 
g.,M.,1925、p.332）。しかし、資金不足ではあるとしても流通手段一般の不足ではあるまい。 
63 Vestnik Sotsialisticheskoi Akademii、1924、№7、pp.136‐7：Vestnik finansov,1924,№4-5，pp.3-5：
145 
 
                                                                                                                                                                    
Vol’shebik、1924、№5-6、p.42 など。 
64 Ekonomicheskaia zhizn’、27 March 1924． 
65 Ekonomicheskoe Obozrenie、1924、№7、p.16． 
66 Atlas,Z.V.（1940）、p.228． 
67 ibid.、p.227． 
68 Ekonomicheskaia zhizn’、16 April 1924． 
但し、モスクワについては過大である。銀行への支給分のかなりは地方支店に補給され、また把握でき
ないルートで中央から地方に流れた。 
69 Torgovo-promyshlennaia gazeta,24 April 1923：Ekonomicheskaia zhizn’,24 April 1924；30 
April 1924． 
70 Ekonomicheskaia zhizn’、 25 March 1924；26 March 1924；4 April 1924；5 April 
1924；6 April 1924；15 April 1924；16 April 1924；17 April 1924；18 April 1924；
20 April 1924；24 April 1924；30 April 1924. 
71 Ekonomicheskaia zhizn’、7 May 1924． 
72 Promyshlennost’ SSSR v 1924 godu ,M.,1925,ch.Ⅰ,p.C． 
73  Promyshlennost’  SSSR v 1924 godu ,M.,1925,ch. Ⅰ ,p.XX Ⅱ ： Sotsialisticheskoe 
khoziaistvo,1924, №4，pp.226‐246． 
74 Ekonomicheskaia zhizn’,16 March 1924．  
75 Ekonomicheskaia zhizn’,5 March 1924；11 April 1924：Torgovo-promyshlennaia gazeta,5 
March 1924． 
76 Ekonomicheskaia zhizn’,2 March 1924；14 March 1924． 
77 Ekonomicheskaia zhizn’,8 March 1924． 
78 Ekonomicheskaia zhizn’,15 March 1924． 
79 Ekonomicheskaia zhizn’,21 March 1924． 
80  Ekonomicheskaia zhizn’, 5  March  1924 ； 7  March  1924 ； 8  March  1924 ：
Torgovo-promyshlennaia gazeta,5 March 1924． 
81 Ekonomicheskaia zhizn’,14 March 1924． 
82 Ekonomicheskaia zhizn’,11 March 1924． 
83 Ekonomicheskaia zhizn’,27 February 1924；28 February 1924． 
84 Ekonomicheskaia zhizn’,29 February 1924；5 March 1924：Torgovo-promyshlennaia gazeta, 
5 March 1924. 
85 Ekonomicheskaia zhizn’, 11 March 1924. 
86 Ekonomicheskaia zhizn’,19 May 1924． 
87 Narodnoe khoziaistvo S.S.S.R. v 1923－24 g.,M.,1925,p.135. 
88 KPSS v resoliutsiiakh i resheniiakh s'ezdov,konferntsii i plenumov TsK,M.,Tom 3、p.24． 
89 Ekonomicheskaia zhizn’,1 March 1924． 
90 以上、Ekonomicheskaia zhizn’,2 March 1924；5 March 1924；11 March 1924；16 March 
1924． 
91 以上、Ekonomicheskaia zhizn’,21 March 1924；22 March 1924；1 April 1924；4 April 
1924；5 April 1924；11 April 1924；13 April 1924；15 April 1924；7 May 1924；16 
May 1924：Torgovo-promyshlennaia gazeta, 20 March 1924；26 March 1924． 
92 Torgovo-promyshlennaia gazeta，17 February 1924：Vestnik promyshlennosti，torgovli i 
transporta,1924,№1‐2，p.6． 
93 Torgovo-promyshlennaia gazeta,25 February 1924；26 February 1924． 
94 Ekonomicheskaia zhizn’,1 March 1924． 
95 Torgovo-promyshlennaia gazeta,6 March 1924． 
96  以上、Ekonomicheskaia zhizn’,5 March 1924；6 March 1924；13 March 1924：
Torgovo-promyshlennaia gazeta, 5 March 1924；6 March 1924；11 March 1924：Pravda、
27 February 1924． 
97 Ekonomicheskaia zhizn’,15 April 1924． 
146 
 
                                                                                                                                                                    
98 Ekonomicheskaia zhizn’, 5 March 1924；11 March 1924；15 April 1924． 
99 Ekonomicheskaia zhizn’, 6 April 1924． 
100 Ekonomicheskaia zhizn’,23 March 1924． 
101 Ekonomicheskaia zhizn’,23 April 1924． 
102 Ekonomicheskaia zhizn’,18 May 1924． 
103 Ekonomicheskaia zhizn’,11 March 1924． 
104 Ekonomicheskaia zhizn’,25 March 1924． 
105 Ekonomicheskaia zhizn’, 4 April 1924． 
106 以上、Ekonomicheskaia zhizn’, 8 March 1924；16 March 1924；23 March 1924；25 
March 1924；4 April 1924；6 April 1924；13 April 1924；15 April 1924；24 April 
1924；30 April 1924；4 May 1924：Torgovo-promyshlennaia gazeta, 30 March 1924；20 
April 1924． 
107 Ekonomicheskaia zhizn’,16 March 1924：Ekonomicheskoe Obozrenie,1924,№8,p.4． 
108 Ekonomicheskaia zhizn’,16 March 1924：Ekonomicheskoe Obozrenie,1924,№4,p.13． 
109 Trud、21 November 1923；Trud、16 January 1924：Izvestiia、6 November 1923：
Ekonomicheskaia zhizn’、29 February 1924 など。 
110 Trud、10 January 1924：Ekonomicheskaia zhizn’,16 February 1924． 
111 Ekonomicheskaia zhizn’,9 March 1924． 
112 Ekonomicheskaia zhizn’,14 March 1924． 
113 Ekonomicheskaia zhizn’,9 March 1924． 
114 Ekonomicheskaia zhizn’,18 March 1924．  
115 Ekonomicheskaia zhizn’,9 March 1924． 
116 Ekonomicheskaia zhizn’,9 March 1924． 
117 Ekonomicheskaia zhizn’,22 March 1924． 
3 月前半分については、3 月半ばに各企業には必要額の 40%しかなく、遅配は免れない状況であった。 
118 Promyshlennost' SSSR v 1924 godu ,M.,1925,ch.Ⅰ,p.XXXVⅡ． 
労働統計局中央ビューローのデータでは第 6 等級の実質賃金は 1 月を 100 として、2 月は 100.6、3 月
は 97.1 であった。工業部門間、地域間の平準化は進んだ（Trud v SSSR：Statistiko-ekonomicheskii 
obzor,pod red.A.G.Rashin,M.,1924、pp.113‐17）。 
119 Ekonomicheskaia zhizn’,20 April 1924． 
120 Ekonomicheskaia zhizn’,6 March 1924． 
121 Davies R.W.,The development of the Soviet budgetary system,p.63． 
122 Narodnoe khoziaistvo S.S.S.R. za 1923‐24 god.,M.,1925,pp.551‐3：Narodnoe khoziaistvo S.S.S.R. 
v 1923‐24 g.,M.,1925、pp.427‐9. 
123 Narodnoe khoziaistvo S.S.S.R. za 1923‐24 god.,M.,1925,p.559：Narodnoe khoziaistvo S.S.S.R. v 
1923-24 g.,M.,1925、pp.435‐6.  
賃金の一部が公債で支払われたことには労組側の反発もある。その使用上の不都合や、相場差損による
賃金の目減りがある（Trud,4 April 1923；3 August 1923；30 August 1923；1 September 1923
など）。 




125 Vestnik finansov,1924,№3,pp.137‐8：Ekonomicheskaia zhizn’, 28 March 1924；29 March 
1924． 
126 Narodnoe khoziaistvo S.S.S.R. v 1923‐24 g.,M.,1925、p.328. 
127 Vestnik finansov,1924,№4‐5,pp.11‐12：Torgovo-promyshlennaia gazeta,20 April 1924． 
128 Sotsialisticheskoe khoziaistvo,1924, №2, pp.330‐331． 
129  Ekonomicheskaia zhizn’, 22  March  1924 ； 28  March  1924 ； 10  April  1924 ：
Torgovo-promyshlennaia gazeta, 22 March 1924：Vestnik finansov,1924,№,p.136‐7；№4‐5、
147 
 
                                                                                                                                                                    
pp.11,107． 
ゴスバンクの地方支店での預金流出状況は次のようである。中央アジアで 57%、ウクライナ、クリム、
中央黒土地帯、プリウラルが 22～27%、北部が 18%、東南部、ポボルジェが 15%、西南部が 8%、中央
工業地帯が 3%、それぞれ預金残高が減少した。シベリアは逆に 0.9%の微増であった。 
 レニングラードではレニングラード公営事業銀行、ロシア商業銀行、全露協同組合銀行その他のいわ
ゆる『一夜』預金（売上金の減価保険のため夕方に預ける）が 50～60%減少した。 
130 Vestnik finansov,1924,№4‐5,p.107. 
131 Sotsialisticheskoe khoziaistvo,1924, №4‐5，p.90． 
132 Vestnik finansov,1924,№3,p.137；№4—5、p.107：Ekonomicheskaia zhizn’,25 March 1924；
28 March 1924；29 March 1924：Torgovo-promyshlennaia gazeta, 25 March 1924. 
133 Vestnik finansov,1924,№6,p.112：Ekonomicheskaia zhizn’, 1 March 1924；5 March 1924；
7 March 1924；21 March 1924；22 March 1924；1 April 1924；3 April 1924；17 April 
1924；23 April 1924；15 May 1924：Torgovo-promyshlennaia gazeta, 22 March 1924. 
134 Sotsialisticheskoe khoziaistvo,1924,№3,p.90. 
物的保証付、1 ヶ月期限のチェルヴォネッツでの貸付利率は月 5～6%から 6～7%に引上げられた
（Narodnoe khoziaistvo S.S.S.R. v 1923－24 g.,M.,1925,p.380）。 
135 Vestnik finansov,1924,№4‐5,p.12． 
136 Narodnoe khoziaistvo S.S.S.R. v 1923－24 g.,M.,1925,pp.381‐3. 
137
 Torgovo-promyshlennaia gazeta，6 February 1924；21 February 1924；6 March 1924；25 
March  1924；26  March  1924；8  April  1924：Ekonomicheskaia zhizn’, 6 February 1924；19 
February 1924；20 February 1924；21 February 1924；6 March 1924；21 March 1924；25 
March 1924；8 April 1924；16 April 1924；17 April 1924；19 April 1924；26 April 1924；1 
May  1924；11  May  1924；23  May  1924；4  June  1924：Vestnik  promyshlennosti,torgovli i 
transporta,1924，№5，pp.117‐121． 
138 国内商業人民委員部の私的商業網に関するデータによれば、1923／24 年度前半に都市の私的卸は
1647 社であったが、後半には 1594 社に減った。農村のそれは 229 社から 233 社に増えた。小売業者
数は都市でも農村でも増えた（Kron Ts.M.,Chastnaia torgovlia v SSSR.M.,1926,p. 127）。 
139  Torgovo-promyshlennaia gazeta,10  May  1924 ： Vestnik  promyshlennosti,torgovli i 
transporta,1924,№5，pp.118‐119,121． 
140  Torgovo-promyshlennaia gazeta,24 ： Ekonomicheskaia zhizn’,23  March  1924 ； 30  March 
1924；3 April 1924；12 April 1924；24 April 1924； 1 May 1924；11 May 1924；14 May 1924
など。 
141 Torgovo-promyshlennaia gazeta, 24 April 1924：Ekonomicheskaia zhizn’, 12 May 1924. 
142 Ekonomicheskaia zhizn’, 24 April 1924. 
143 Ekonomicheskaia zhizn’, 13 April 1924. 
144  Ekonomicheskaia zhizn’,7  March  1924 ： KPSS v resoliutsiiakh i resheniiakh 
s’’ezdov,konferntsii i plenumov TsK, Tom 3,p.23. 
145 信用削減は生産の縮小を齎さなかった。ことに 4 月は通常、生産が 23～29％落ち込むが、3 月と同
水準であった（Bol'shevik、1924、№5-6、p.42）。 
146 Ekonomicheskaia zhizn’,1 June 1924． 
147 Ekonomicheskaia zhizn’,15 May 1924． 
148 Ekonomicheskaia zhizn’,1 June 1924． 
149 Ekonomicheskaia zhizn’,7 May 1924. 
150 Ekonomicheskaia zhizn’,9 March 1924． 
151 Ekonomicheskaia zhizn’,22 April 1924． 
152 Ekonomicheskaia zhizn’,11 May 1924. 
153 Vestnik finansov,1923,№47,p.17． 





                                                                                                                                                                    
156 Atlas,Z.V.（1969）,p.203. 
157 Torgovo-promyshlennaia gazeta、27 February 1923. 
158
工業品価格については木村『ネップ期国営工業の構造と行動』、第 3 編第 4 章。 
159 Ekonomicheskaia zhizn’、13 January 1922. 
160 Promyshlennost' SSSR v 1924 godu ,M.,1925,ch．Ⅰ，p.XXXVⅢ： Promyshlennost' SSSR v 1925 
godu ,M.,1926,ch．Ⅰ,p. 130．  
161  Gukhman,B.A.,Proizvoditel'nost' truda i zarabotnaia plata v promyshlennosti SSSR ，
M.,1925,p.176． 
162 Promyshlennost' SSSR v 1924 godu ,M.,1925,ch．Ⅰ，pp.XXXVⅡ‐XXXVⅢ： Promyshlennost' SSSR 




163 Promyshlennost’ SSSR v 1925 godu ,M.,1926,ch．Ⅰ、pp.174‐180． 
164 Torgovo-promyshlennaia gazeta,24 April 1923． 
165 Ekonomicheskaia zhizn’,1 March 1923；3 March 1923；31 March 1923． 
166 Ekonomicheskaia zhizn’, 3 March 1923. 
167 1925 年 4 月、党中央委員会総会は農業機械価格を戦前の定価により定めることを決めた。不足する
場合には輸入する（KPSS v resoliutsiiakh i resheniiakh s’’ezdov,konferntsii i plenumov TsK,Tom 
3,p.167）。 
168 Torgovo-promyshlennaia gazeta,23 November 1923,№265. 
169
 例えば、金属管理局管理部メンバー、S.E.ヴェイツマンは鋳鉄価格を世界市場価格水準であるプー
ド当たり 85～90 コペイカまで引下げる課題を提起している（Torgovo-promyshlennaia gazeta, 15 
March 1924,№61）。1920 年代半ばに Iu.ユロフスキーは開放経済化し、国内価格を世界市場価格に




























































































































































































                                                                                                                                                                    
2 所有権は帰属、処分権、使用権から構成される。公有制であっても処分権の自由度に応じて市場メカ
ニズムはそれなりに作動しうる。だから市場経済は必ずしも私的所有制を前提しない。 
3 Ekonomicheskaia zhizn’,21 January 1923． 
4 Ｋ.ポランニー言う所の「全目的貨幣」ではない。 
5 Ekonomicheskaia zhizn’、16 May 1924：Torgovo-promyshlennaia gazeta, 18 May 1924． 
6 Ekonomicheskaia zhizn’、16 December 1924． 
7 木村雅則『ネップ期国営工業の構造と行動』、第 3 編参照。 
8 そうしたメカニズムを筆者は価格調整とも量的調整とも異なる流動資産調整メカニズムと名付けた
（木村雅則『ネップ期国営工業』（東京大学・経済学博士論文）2011 年、第 6 編、第 4 章参照）。こ
こで資金とは単なる流通手段ではなく、投資可能な余裕ある貨幣を指す。 
9 25 年には輸入の大幅増加から外貨準備が減り、26 年初めまでにはほとんど枯渇する。そうした状況
を背景に 26 年 2 月半ば以降、国内市場での外貨取引を制限し、3 月にはゴスバンクはヴァリュータ市
場へ介入を停止した。更に 26 年 7 月 9 日付中央執行委員会及び人民委員会議決定によりソビエト貨の
輸出禁止を行い、交換性を停止した（Sobranie zakonov i rasporiazhenii S.S.S.R.,1926,№48,St.348）
その間の経緯は Iurovskii, L.N. （1928），pp．364‐6：Goland,Yu.“Currency Regulation in the NEP 
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（立正大学『経済学季報』第 29 巻第 1・２合併号、1979 年、第 29 巻第３・４合併号、1980 年）、
「『貨幣』の復興過程」（中山弘正編著『ネップ経済の研究』御茶の水書房、1980 年所収）、「ソ
連邦における通貨改革の直接的諸結果」（松本歯科大学『紀要』第 10 号、1981 年）である。内容
上の大きな変化はないが、1 つの論文として纏めるにあたっては、その後、検討した文献に踏まえ、
大幅に書き直した。 
 
 
 
 
 
 
 
